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ご使用の前に本書の「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
本書はお読みになった後も、大切に保管してください。

おためし印刷編

準備編

ラベル作成編

設定編

付録

電源との接続、テープアダ
プターの装着などを説明
しています。

簡単なデータを作って
印刷するまでの流れを
説明しています。

工夫したデータの作り方を
説明しています。

入力・編集編
文字の入力・修正や
書体の変更などを
説明しています。

画面の輝度、印刷の濃度、
入力音の設定などを説明
しています。

使い方が分からなくなった
ときの対処などを説明して
います。

カシオメンバーズサイト会員登録
のおすすめ
新製品やキャンペーン等の情報をお知
らせします。
https://members.casio.jp/jp/

・ 本書 6 ページの ｢製品シ
リアルナンバーについて」
もご覧ください。
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ご使用になる前に、必ずこの取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお
取り扱いくださいますようお願いいたします。
以下の用語は、それぞれ各社の登録商標または商標です。
なお、本書中には、以下の用語の®マークを明記していません。
•  「ATOK」は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。
• その他、本書に掲載されている会社名・製品名は、各社の商標または登
録商標です。

■ 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な
点やお気付きの点などがありましたらご連絡ください。

■ 本機使用や故障により生じた損害、逸失利益または第三者からのいかな
る請求についても、当社では一切責任を負えませんので、あらかじめご
了承ください。

■ 故障、修理、その他の理由に起因するメモリー内容の消失による、損害
および逸失利益等につきまして、当社では一切その責任を負えませんの
で、あらかじめご了承ください。

■ 本書の内容は改良のため、将来予告なく変更することがあります。
■ 本書の印刷例や表示画面などは、実物と多少異なる場合があります。ご
了承ください。

■ 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。個人
としてご利用になる他は、著作権法上、当社に無断では使用できません
のでご注意ください。

あらかじめご承知いただきたいこと
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安全上のご注意
このたびは本機をお買い上げいただきまして、誠にありがとうござい
ます。ご使用になる前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読み
の上、正しくお使いください。本書は、お読みになった後も、いつで
も見られる場所に保管してください。

 警告 死亡または重傷を負う可能性がある内容を示しています。

 注意 軽傷を負う可能性および物的損害が発生する可能性がある
内容を示しています。

絵表示の例

 記号は「してはいけないこと」を意味しています（左の例は分解禁止）。

 記号は、「注意すること」を意味しています（左の例は高温注意）。

● 記号は「しなければならないこと」を意味しています。

 警告

電源コード、ACアダプターについて
ぬれた手で電源プラグに触れない。
感電の原因となります。

ACアダプターや電源コードが傷んだら、「修理に関するお問合せ先」
に連絡する。
そのまま使うと、火災・感電の原因となります。

外出時は、動物・ペットが製品に近づかないようにして、ACアダプ
ターはコンセントから抜く。
ペットが噛んだり、尿がかかると、ショート（短絡）による火災の原
因となります。

 警告

ACアダプターについて
ACアダプターによる火災・感電を防ぐため、次のことは必ず守る。
• 指定品以外のACアダプターは絶対に使わない

• 電源コードは、必ず、付属品を使用する

• ACアダプターを指定の機器以外には絶対に使わない
• 電源は、AC100V（50/60Hz）以外のコンセントは使わない
• たこ足配線をしない
• 布団、毛布などをかぶせて使わない、熱器具のそばで使わない
• 重いものを乗せない、電源コードを束ねたまま使わない
• 加熱しない、加工しない、傷つけない
• 無理に曲げない、ねじらない、引っ張らない

置き場所・使用場所について
次のような場所に置かない、使わない。
火災・感電の原因となります。
• 湿気やほこりの多い場所
• 台所や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当たる場所
• 暖房器具の近く、ホットカーペットの上、直射日光が当たる場所、
炎天下の車中など本機が高温になる場所

ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定な場所に置かない。
落下 ･転倒時には、けがの原因となります。

本機の上に重いものを置かない。
落下 ･転倒時には、けがの原因となります。
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 警告

異常（煙、臭い、発熱など）について
発煙・異臭・発熱などの異常状態で使わない。落したときなど破損し
たまま使わない。
火災・感電の原因となります。すぐに次の処置をしてください。
1. 電源を切る
2. ACアダプターの電源プラグをコンセントから抜く
3. 「修理に関するお問合せ先」に連絡する

表示画面について
液晶画面は強く押さない、強い衝撃を与えない。
液晶画面のガラスが割れてけがの原因となります。

液晶画面が割れた場合、内部の液体には絶対に触れない。
皮膚に付着した場合は、炎症の原因となります。
口に入った場合は、すぐにうがいをして医師に相談してください。
目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清浄な水でよく洗い流して、
医師に相談してください。

分解・改造しない
本機を分解・改造しない。内部の点検・調整・修理は「修理に関する
お問合せ先」に連絡する。
感電・やけど・けがの原因となります。

袋をかぶらない、飲み込まない
包装に使用している袋で遊ばない。
かぶる、飲み込む、などの行為は、窒息の原因となります。
特に小さなお子様のいるご家庭ではご注意ください。

 警告

水・異物は避ける
水、液体（スポーツドリンク、海水、動物・ペットの尿など）、異物（金
属片など）が本機やＡＣアダプターの内部に入らないようにする。も
し、入ったら、すぐに次の処置をする。
そのまま使用すると火災・感電の原因となります。
1. 電源を切る
2. ACアダプターの電源プラグをコンセントから抜く
3. 「修理に関するお問合せ先」に連絡する

本機やACアダプターの上やそばに花瓶など液体の入ったものを置
かない。倒れて、液体がかかると火災・感電の原因となります。

雷が鳴り始めたら、電源コンセントに接続されている機器に触れない。
感電の原因となります。

電子レンジにラベルを入れない
電子レンジでの加熱に使用する容器には、ラベルを貼らない。
ラベルに使用している材質に金属が含まれています。電子レンジで加
熱すると発火ややけどの原因となります。また、ラベルを貼ったもの
が変形することがあります。
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  注意

コネクター部への接続
コネクター部に、指定品以外は接続しない。
火災・感電の原因となることがあります。

ACアダプターについて
ACアダプターによる火災・感電を防ぐため、次のことは必ず守る。
• 電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む

• 使用後は、電源プラグをコンセントから抜く

• 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない（必ず電源
プラグを持って抜く）

• 長時間使用しないときは電源プラグをコンセントから抜く

• 電源プラグは年1回以上コンセントから抜いて、電源プラグの刃
と刃の周辺部分にほこりがたまらないように乾いた布で清掃する

• 電源コード（特に電源プラグやジャック部分）の清掃には、洗剤
を使わない

 オートテープカッターについて
電源を入れたときや印刷中は、プリンターヘッドやテープ通路付近に
触れない。
オートテープカッターが動き、けがをする恐れがあります。

高温注意
プリンターヘッドおよび周りの金属部分には触らない。
高温になるため、やけどをする恐れがあります。

JIS C 61000-3-2 適合品
本装置は、高調波電流規格「JIS C 61000-3-2」に適合しています。

本装置は、VCCI 協会の技術基準（クラスB）に適合しています。
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 製品 シリアルナンバーについて
本機の底面に記載されている製品シリア
ルナンバー（数字とアルファベットの組
み合わせ15 桁）は、カシオメンバーズ
に登録の際に必要となります。電源を入
れる前に控えておいてください。
• 製品の紛失盗難時に“製品の特定”を保
証するものではありません。

• カシオメンバーズにつきましては、次の
ホームページをご覧ください
（別途メールアドレスが必要です）。
https://members.casio.jp/jp/

• 数字とアルファベットを間違えないよう
ご注意ください。
「0」（ゼロ）と「O」（オー）・「Q」（キュー）、「1」（イチ）と「I」（アイ）、
「8」（ハチ）と「B」（ビー）

シリアルナンバー控え

シリアルナンバー

XXXXXXXXXXXXXXX

 ご使用上の注意
本機を末ながくご愛用いただくために以下の点にご注意ください。
• 直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、静電気の発生しやすい場所、
急激な温度変化がおこる場所、極端な高低温下での使用は避けてく
ださい。

 使用温度範囲は、10℃～35℃です。
• 強い衝撃や大きな力を加えないようにご注意ください。
• プリンター部分にクリップやピンなどを落とさないでください。
• テープを無理に引き出したり、押し込んだりしないでください。
• テープ出口の周りに、カットされたテープがたまらないようにして
ください。連続した印刷を繰り返し行うと、印刷されたテープが出
口部にたまり、テープ出口の周りや製品内部にテープの切れかすが
進入してしまう場合があります。「エラーの発生」や「テープカット
が正しくできない」など故障の原因となりますので、「切れかす」を
ピンセットや綿棒などで取り除いてください。

• プリンターヘッドにゴミや異物が付着すると、印刷に横スジ状のドッ
ト抜けが発生する場合があります。この場合は、お手入れの方法（83
ページ）をご覧になり、プリンターヘッドやゴムローラーをきれい
にしてください。

• 本機を直射日光などの強い光が当たる場所で使用した場合、本機内
部にある光センサーが誤作動を起こしエラーメッセージを表示する
ことがあります。強い光が当たらない場所でお使いください。

• 本機の性能を維持し、安定してお使いいただくために、テープと
Lateco 専用テープアダプターは必ずカシオ純正品をご使用くださ
い。カシオ製以外のテープとテープアダプターをご使用になると、
本機への悪影響や印刷品質の低下など本機本来の性能を発揮できな
い場合があります。
カシオ製以外のテープとテープアダプターのご使用に起因する不具
合への対応については、保証期間内であっても責任を負いかねます
のでご了承ください。
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 各部の名前とはたらき
準備編

ACアダプター
接続用端子
指定のACアダプ
ターを接続します。

本機を持ち運ぶと
きは、この部分を
持って持ち運びく
ださい。

 電源を入れるとき、切るときに押します。

表示画面

テープ残量確認窓

 キーボード

テープアダプター収納部
オープンボタン

  テープ
出口

 テープアダプター
収納部

各
部
の
名
前
と
は
た
ら
き
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 本機の操作の流れ

自由に入力して作る
フリーラベル　17、38ページ
フリーラベルの編集機能
 39ページ

用途に応じて作る
ファイルラベル、インデックス
ラベルなど
 24、26ページ

印刷する　 18ページ

テープとテープアダプターの取り付け 12ページ

• 購入後、はじめて使うときはメモリーの初期化をしてください。（10ページ）
• メモリーの初期化をすると本機に記憶したデータが消去されます。必要
のないときはメモリーの初期化はしないでください。

ACアダプターの接続 9ページ

 付属品を確認しましょう

本書（保証書付）

本体

Lateco 専用テープアダプター※ ４種類

お試し用テープ（18mm幅）

※本書では、「テープアダプター」と表記します。

本
機
の
操
作
の
流
れ

付
属
品
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

ACアダプター
AD-1824L（電源コード付属）
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に
つ
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て

  電源について
本機を使うときは、電源として指定のACアダプターを使います。
• ご使用前に、「安全上のご注意」（3～5ページ）を必ずご覧ください。

  ACアダプターで使う

■取り付ける
•  指定のACアダプター以外は使用しないでください。

1 電源コードとACアダプターを接続します。

2 AC アダプターのプラグを、本機のACアダプター接続用端子に差し込みます。

3 電源コードをご家庭のコンセント＜AC100V＞に差し込みます。

2

1

3

重要

■取り外す
• 印刷中にACアダプターを取り外さないでください。故障
の原因となります。
•  電源が入っているときや、電源を切った後も表示が画面か
ら完全に消えるまでは、ACアダプターを取り外さないで
ください。一時的に保存された作成中の文章、本機に登録
した文章、外字、コピーした文章、設定された内容が消去
されてしまいます。
•  本機に登録したデータ（文字や文章など）は、ノートやパ
ソコンなどに控えを取っておいてください。

1 コンセントからACアダプターのプラグを抜きます。

2 本機のACアダプター接続用端子からACアダプターのプラグを抜きます。

3 ACアダプターから電源コードを抜きます。
• 電源コードの両端部分は、無理に曲げたり、ねじったり、
引っ張ったりしないでください。また、電源コードの両端
部分が折り曲げられた状態で保管しないでください。コー
ドが断線して故障の原因となります。
• 付属の電源コードは本機以外には使用しないでください。

重要

重要
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 はじめて使うときは「メモリーの  初期化」を！
ご購入後、本機をはじめて使うときは、必ず メモリーの初期化という
操作をします。「メモリーの初期化」をしないと、正しく動かないこと
があります。

メモリーの初期化をすると、本機に記憶したデータが消えてし
まいますので、はじめて使うとき以外はメモリーの初期化をし
ないでください。

1 電源が切れていることを確認します。画面に何か文字があるときなど電源が入っているときは、
を押します。

2 と をいっしょに押しながら、 を押します。
「メモリー初期化？　実行／取消し」が表示されるまで、その
まま押し続けます。

3 を押します。

メモリーとは
本機内部にあり、作成した文章などを記憶する場所です。
「メモリーの初期化」とは
本機が正常な動作をするために、電気的な設定をすることです。「メ
モリーの初期化」をすると、画面に表示されている文章とメモリー
に記憶されているデータは消えてしまいます。
また、いろいろな設定も製造時に定められた設定に戻ります。

重要

 電源を入れる・ 切る
一度「メモリーの初期化」をしたら、次からは を押すだけで本
機を使うことができます。

を押します。

電源を入れるには…

　

を押します。

電源を切るには…

• 画面の明るさを調整するときは、81ページをご覧ください。

 オートパワーオフ（節電）機能について
何も操作をしないで、約6分間電源を入れたままにしておくと、電源
は自動的に切れます。これをオートパワーオフ機能といいます。
再び本機を使うときは、 を押してください。

電
源
を
入
れ
る
・
切
る

は
じ
め
て
使
う
と
き
は
「
メ
モ
リ
ー
の
初
期
化
」
を
！
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印刷する文章の作り方について
本機では、文章の作り方について、次の3つがあります。
• 新しく文章を作る
• 登録してある文章を呼び出して作る
• 電源を切る前に入力していた文章（前回の文章）を呼び出して作る

• 電源を入れた直後の画面で 以外を押すと、前回作成したデータは消えてしまいます。大切なデータは、登録してから上記の操作をしてください。
（データの登録→56ページ）

新しく文章を作りたいときは…

 前回の文章をそのまま使いたいときは…
画面に文章を残したまま電源を切り、次に電源を入れると前回の文章が表示されます。

登録してある文章を呼び出すときは…

前回作成した文章

電
源
を
入
れ
る
・
切
る
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3 使用するテープ幅専用のテープアダプターのカバーを開けます。

テープ収納部

カバー

4 テープの先端をテープガイドに通しながら、テープをテープアダプターにセットします。
テープ
（約3cm引き出す）

テープガイド

•  無理に引き出さないでください。テープが切れるなど、故障
の原因になります。

5 テープの状態を確認します。• テープの先が曲がっていない（曲がっていたらハサミで曲がっ
た部分をカットする）

• テープの向きが合っている

6 テープアダプターのカバーをカチッと音がするまで閉めます。

重要

  テープとLateco専用 テープアダプターを
取り付ける /取り外す
ラベルを印刷するときには、テープと Lateco 専用テープアダプターが
必要です。
付属品のテープと Lateco 専用テープアダプター、および別売のテープ
をお使いください。
• 本機でご使用になれるテープ幅は、6mm・9mm・12mm・
18mmです。

• テープについては、「別売品について」（104ページ）をご覧ください。
• ネームランド用のテープはご利用いただけません。
• 破損したテープアダプタ－を使用すると、印字不良の原因となりま
す。そのまま使用しないで、「修理に関するお問合せ先」にご相談く
ださい。

  テープとテープアダプターを取り付ける

1 電源が切れていることを確認します。画面に何か文字があるときなど電源が入っているときは、
を押します。

2 収納部オープンボタンを押して、テープアダプター収納部のカバーを開けます。

テ
ー
プ
と
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
専
用
テ
ー
プ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
取
り
付
け
る
／
取
り
外
す
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ー
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Ｌ
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ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
専
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プ
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を
取
り
付
け
る
／
取
り
外
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7 テープアダプターを本体にセットします。テープの先端を指で持って内部の部品に引っかからないように注
意しながら、テープがプリンターヘッドとゴムローラーの間を通
るように取り付けます（下図）。テープアダプターはカチッと音が
するまで奥に押し込んでください。

正しくセットしないと、テープ切れの原因となります。

 プリンターヘッド  ゴムローラー

テープを出しすぎた場合は ...
テープアダプターのカバーを開け、テープを手で逆回転させて、
テープの先端がテープ出口に少し見えるくらいまで巻き戻します。

 

重要

8 テープアダプター収納部のカバーを閉めます。

• カバーは、カチッと音がするまでしっかりと閉めてください。
• テープアダプターをセットしたら、テープを引き出したり押し
込んだりしないでください。

テープについてのご注意
• テープをセットしたまま長期間放置すると、テープに跡がついたり、粘
着性能がおちたり、正常に印刷できない場合があります。長期間使用
しない場合は、本体からテープを取りはずして保管してください。

• 使用しないテープは、ビニール袋および箱に入れて保管してください。
• このテープは、感熱紙を使用しているため、次の場所ではテープが
変色する可能性がありますので使用を避けてください。
・窓際など直射日光を受ける場所や屋外
・高温や雨、水のかかる場所

• 印刷面を爪や硬い金属などで強くこすらないでください。
• このテープを長期間の表示に使用する場合は、変色する可能性があ
りますのでご注意ください。

• 炎天下の自動車内に放置しないでください。
• 高温、湿気、直射日光は避けて保管してください。
• 変色のおそれがありますので、開封後はなるべく早くご使用ください。

テープの台紙について
使用中にテープの巻きが緩んでばらけないよう、テープ下面に台
紙が付いています。
• 台紙をはがしてしまうとテープがばらけてしまうので注意して
ください。
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  テープアダプターを取り外す

1 電源が切れていることを確認します。画面に何か文字があるときなど電源が入っているときは、
を押します。

2 収納部オープンボタンを押して、テープアダプター収納部のカバーを開けます。

3 テープアダプターの右下を指で持ち上げ、そのまま引き上げます。
• 印刷直後は、プリンターヘッドが熱くなるため、十分に時間を
おいてからテープアダプターを取り出してください。

テ
ー
プ
と
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
専
用
テ
ー
プ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
取
り
付
け
る
／
取
り
外
す
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 キーのはたらき
ここではキーの主な使い方について説明します。

 

• 電源を入れたときやキー操作を間違ったときに鳴るブザー音を消し
たいときは、81ページをご覧ください。

1 「ファイルラベル」「インデックスラベル」「インデックスカー
ド」「用途別ラベル」「ナンバリング」機能を使うときに押す。

2 よく使う登録した単語や文章を呼び出す、または削除する
ときに押す。

3 縦書き印刷をするときに押す。
• 縦横同時印刷をするときは、 を押し、指を離してか
らこのキーを押す。

• フリーラベル以外では使用できません。

4 印刷するときに押す。
• 印刷結果を画面で見るときは、 を押し、指を離して
からこのキーを押す。

5 • 文字が入る位置を示した■（カーソル）や、文字編集な
どのときに範囲を指定する■を動かすときに押す。

• 項目などを選択するときに押す。
• 予測変換の候補を選ぶときに押す。

6 カーソルの前の文字を消すときに押す。

7 カーソルの上の文字を消すときに押す。
• 入力中の項目の文章をすべて消すときは、 を押し、
指を離してからこのキーを押す。

8 操作を進めるときに押す。

9 改行するときに押す。
• 文章をブロックに分けるときは、 を押し、指を離し
てからこのキーを押す。（40ページ）

Π ひらがなとカタカナ、アルファベットの小文字と大文字
を使い分けるときに押す。（58ページ）

- 記号を入力するときに押す。
• 絵文字を入力するときは、 を押し、指を離してから
このキーを押す。

= ひらがなを漢字などに変換するときに押す。
• 1つ前の変換に戻るとき（前候補）は、 を押し、指
を離してからこのキーを押す。

~ 漢字に変換しないでひらがなのまま確定するときに押す。
• 入力中のひらがなをカタカナに変換するときは、 を
押し、指を離してからこのキーを押す。

キ
ー
の
は
た
ら
き
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Α 操作を戻したり、中止したりするときに押す。

Ю キーの上下または横に と同じ色で書かれている機能
を使いたいときは、まずこのキーを押す。

■ アルファベットを入力しているとき、1文字だけ大文字（ま
たは小文字）を入れる場合に押す。（63ページ）

△ （ 文字キー） 文字を入れるときに押す。

▲ （テープ
長さダイ
レクト設
定キー）

フリーラベルで長さを設定するときに押す。
• フリーラベル以外では使用できません。

と の操作には、以下の2つの方法があります。
1. （ ）を押し、指を離してから目的のキーを押す。
2. （ ）を押しながら目的のキーを押す。
• 本書の操作説明は、「 （ ）を押し、指を離してか
ら目的のキーを押す」で記載しています。

キーの表記について
● 本文中では、操作手順の中で使うキー（ボタン）を や
などのように表記しています。
例 を押したあとに続けて を押すときの表記

  
と押します。

● 本機のキーの上下または横に と同じ色で書かれている機能
（「設定」や「カタカナ変換」など）を使うには、 を押し、
指を離してから と同じ色で書かれている機能名のキーを押
します。
例 「設定」機能を使うときの表記

を押し、指を離してから を押します。

● 操作手順の中で、「 を押して…」「 を押し
て…」「 を押して…」と表記されているときは、そのキー
のどれかを何回か押してください。4つまたは2つのキーすべ
てを押す必要はありません。

● 1 つ前の画面に戻りたいときや、操作をやり直したいときは

を押します。

● を何回押しても希望の画面に戻らないときは、 を

押して一度電源を切ります。 を押して再び電源を入れて、

はじめから操作をやり直してください。

重要
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  画面について
本機の画面には、いろいろなマークが出てきます。ここではそのマー
クの意味やはたらきについて説明します。

• 画面の明るさを変えるときは、81ページをご覧ください。

カーソル

キノウ  を押したとき表示 / シフト  を押したとき表示

1 2 3 5

-
0

9

8

7

6

4

1 入力できる文字の種類や入力方法を示す。（58、59、66ページ）

2 文字体が何になっているか示す。（72ページ） 

3 カーソルがあるブロックは何個目かを示す。（40ページ）

4 いま作っているラベルの長さを示す。（45ページ）

5 フリーラベルを選択したときのレイアウトを示す。（39ページ）

6 いま見えている画面より上にも文字などがあることを示す。

7 書体（フォント）が何になっているかを示す。（68ページ）

8 縦書きになっていることを示す。（41ページ）

9 裏書きになっていることを示す。（42ページ）

0 いま見えている画面より下にも文字などがあることを示す。

- 文字のサイズを示す。（50ページ）

おためし印刷編

 まずは作ってみましょう
準備ができたら、試しに「ラベルの印刷」をしてみましょう。

 ラベルを印刷する

［印刷例］

1 を押して、電源を入れます。

フリーラベルの入力画面になります。
• 右の画面の代わりに「前回の文章が復
帰します」と表示されることがありま
す。（11ページ）

• フリーラベルで入力できる文字数は、
255文字です。

2 文字を入力します。
ここでは「営業レポート」と入力します。

• 文字の入力方法については、20ページ
をご覧ください。

• ひらがなを漢字に変換したときは、
最後に を押して確定してくださ
い。

ま
ず
は
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う

画
面
に
つ
い
て
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 ■ 印刷する
作成したラベルは簡単に印刷できます。複数枚を連続して印刷するこ
ともできます。また、テープをカットする方法も選ぶことができます。
• ご使用前に、「安全上のご注意」の「オートテープカッターについて」
（5ページ）を必ずご覧ください。
• ラベルの長さの表示は一応の目安です。ご使用の環境や印刷する内
容によっては、実際のラベルの長さと完全には一致しません。

印刷する前に、以下の点にご注意ください。
• 印刷時の注意事項（21ページ）を必ずご覧ください。
•  「テープアダプターがセットされていること」、「テープ出
口（7ページ）が物でふさがっていないこと」を確認して
ください。

1 文字を入力したら、 を押します。

2 印刷  になっていることを確認して、 を押します。

3 を押して、印刷する枚数を指定します。
ここでは「1枚」にします。

• を押すと数字が減り、 を押すと数字が増えます。
• 数字を直接入力することもできます。一度に、100枚まで指定できます。
0枚を指定することはできません。

重要

■ 印刷結果を画面で確認する（プレビュー表示）
テープアダプターをあらかじめセットしておくと、印刷する前に、印
刷結果を画面で確認することができます。

1 を押し、指を離してから を押します。

2 じっくりと見たい部分が流れてきたら、 を押します。

を押すと、再び プレビュー画面が流れます。

• プレビュー表示を中止するときは を押します。
• 細い線のある文字や字画の多い漢字は正しくプレビュー表示さ
れないことがあります。

どのように印刷されるの
か、そのイメージが画面
に流れます

その部分が止まります
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4 を押します。

 5 を押して、カットモードを指定します。

• ラベル間の台紙を切らずに印刷するときは、「通常」を指定します。
• 先頭に余白を入れないでラベルごとに切り離すときは、「フル
カットのみ」を指定します。

• ラベルごとに切り離さないときは、「カットしない」を指定しま
す。

ここでは「通常」にします。
カットモードについて詳しくは、21ページをご覧ください。

6 を押します。
印刷が始まります。

• 印刷を途中でやめるときは、 を押します。

 ラベルを貼る

1 必要に応じて、ハサミなどで好きな大きさ・形にします。

2 ラベルの裏をはがして、貼ります。
●ハーフカット部分からはがすとき
ハーフカット部分をゆっく
りとひねるようにして、テー
プを台紙からはがします。

●フルカットされたラベルをはがすとき
ラベルの角を折り曲げると、はがしやすくなります。

HAPPY! PPY!

• 一度貼ったラベルをはがすと、貼っていた場所にテープのノリが
残ることがあります。

• 次のようなものや場所にラベルを貼らないでください。
•  直射日光や雨が当たるもの
•  人や動物の体
•  他人の家の塀や電柱など
•  電子レンジで加熱に使う容器

ラベルが貼りにくいものは
• 表面がざらざらしているところ
• 表面に水や油、ホコリなどが付いているところ
• 特殊なプラスチック材料（シリコン系・PP材など）

重要

ま
ず
は
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
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テープを空送りする
印刷する前や印刷した後に、テープを白紙で送ることができます（ テー
プ送り）。

1 と押します。

テープが約21mm送られます。

終了する

1 上の画面が表示されている場合は、 を押して 終了 にし、
を2回押します。

以下の画面に戻ります。

• 「登録」については、56ページをご覧ください。

 文字の入力について
■ 「営業」を入力します。

1 を何回か押して、画面左上に「Rかな」を表示させます。
2 
3 を何回か押して、「営業」が画面に表示されたら を

押します。
■ 「レポート」を入力します。

1 を何回か押して、画面左上に「Rカナ」を表示させます。
2 

• 誤った文字を入力したときは、 （65ページ）や （65ページ）
を押して、文字を消してから、正しい文字を入力してください。
• 文字入力方法について、詳しくは「入力・編集編」（58ページ）を
ご覧ください。
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 印刷時の注意事項
印刷するときには以下の点に注意してください。

• 印刷中に、絶対に電源を切らないでください。
•  印刷中に、テープアダプター収納部のカバーを絶対に開け
ないでください。（7ページ）
•  印刷中に出てきたテープは、「自動的にカットされる」ま
たは「印刷が終了する」まで触らないでください。
•  印刷の途中でテープがなくならないように十分残量のある
テープをご使用ください。印刷の途中でテープがなくなっ
たときは、 を押して印刷を中止してください。

•  を押して印刷を中止した場合、 と押して、
テープをカットしてください。
•  テープ出口の周りに、カットされたテープがたまらないよ
うにしてください。カットされたテープがテープ出口をふ
さいでしまうと、テープが詰まったり、故障の原因になり
ます。

•  １度に印刷されるラベルの長さが極端に長い場合は、印刷
できません。ラベルの長さを短くする、または、印刷枚数
を減らして、印刷し直してください。

重要

印刷と カットモード

  カットモードについて（ オートカッター）
複数枚のラベルを印刷するときは、ラベルとラベルの間を自動的に切
り離すか切り離さないか選ぶことができます。

■カットのしかたについて
カットのしかたには2つあります。
● ハーフカット
台紙はカットしないで、シール部分
だけをカットします。はがすときは、
ハーフカットした部分からはがして
ください。
•  「テープ幅の細い6mmテープ」は、
ハーフカットできないことがあり
ます。
● フルカット
台紙もシールもカットします。

営業部

フルカット

ハーフカット

印
刷
と
カ
ッ
ト
モ
ー
ド

印
刷
時
の
注
意
事
項
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■３つのカットモード
• カットモードは、「印刷する」の手順 5 （19ページ） で設定します。
• インデックスラベル、インデックスカード、用途別ラベル、ナンバ
リングでは、カットモードは「通常」と「カットしない」の2通り
になります。

• テープの長さが下記のときは、テープカットされないことがあります。

印刷終了後、 を押し、指を離してから を押してテープ送りを

したあと、ハサミなどで切ってください。

余白小 余白極小

約29mm以下 約29mm以下

●通常
• ラベル間はハーフカットされます。台紙がつながっているので、ラ
ベルがバラバラになることがありません。

• 先頭には余白が付き、はがしやすいようにハーフカットされます。
• すべての印刷が終了すると、フルカットされます。
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●フルカットのみ
• 各ラベルごとにフルカットされます。

印
刷
と
カ
ッ
ト
モ
ー
ド

●カットしない
• ラベル間はカットしません。
• 印刷終了後、 を押し、指を離してから を押してテープ送り
をしたあと、ハサミなどでラベルをカットしてください。
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ラベル作成の流れ
ラベルを印刷するときは、以下の手順で操作してください。

ラベル作成編 用途に応じて作る

前回作成した
データを使う
ときは
（11ページ）

登録してある
データを呼び出
して使うときは
（56ページ）

1 ラベルの種類を選ぶフリーラベル ..........38 ページ
ファイルラベル ......24 ページ
インデックスラベル.....26 ページ
インデックスカード.....31 ページ
用途別ラベル ..........34 ページ
ナンバリング ..........36 ページ

2 文字を入力する（58ページ）

3 文字を修飾する書体（フォント）を変える（68ページ）、文字を目立たせる（文字体）
（72ページ）

ラベルを印刷（18ページ）・登録（56ページ）・終了する

  ファイルラベルを作る
ファイルの背表紙や表表紙に貼るのに便利なファイルラベルを作るこ
とができます。

ファイルラベルの種類
ファイルラベルは、12mm幅テープで12種類、18mm幅で25種
類を作ることができます。長さは10cm、14cm、18cmの 3種類
から選べます。

• ファイルラベルが作成できるのは、12mmまたは18mm 
幅テープのみです。必ず12mmまたは18mm 幅のテー
プをセットしてください。
• ファイルラベルの作成途中で、違う幅のテープに変更する
ことはできません。

重要

フ
ァ
イ
ル
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[ 印刷例 ]

1 を押して、電源を入れます。

• ご使用の状況によっては、右の画面
の代わりに「前回の文章が復帰しま
す」と表示されます（11ページ）。

2 を押します。

3 を押して「ファイル」を選び、
を押します。

4 を押して長さを選び、 を
押します。
ここでは、「14cm」を選びます。
作成方法の選択画面が表示されます。

5 を押してフォーマット 1～
25の中から 1つを選び、 を押
します。
ここでは、「フォーマット6」を選びます。
最初の項目の入力画面が表示されます。
フォーマットの詳細については、96ページ
をご覧ください。

6 文字を入力します。ここでは「立替経費精算書」と入力し
ます。

7 を押します。
次の項目の入力画面が表示されます。

8 文字を入力します。ここでは「【交通費・旅費】」と入力し
ます。

数字は対応するテープ幅を
示します。
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9 を押します。

これでラベルデータが完成しました。

• ラベルデータを印刷するときは→18ページ
• ラベルデータを登録するときは→56ページ

印刷の書式を設定したい
文字の入力中に、お好みで印刷の書式を設定することができま

す。
•  印刷方向の「横書き／縦書き」を設定する
 （ただし、フォーマット13～25は縦書きのみです。）
•  「裏書き」印刷の「する／しない」を設定する

上記の設定をするには、文字入力中に を押し、指を離し

てから を押して、書式設定画面を表示させ、設定をします。

  インデックスラベルを作る
市販のインデックスラベルに貼るラベルを作ることができます。本機
にあらかじめ内蔵されている定型句を使って作成することもできます。

インデックスラベルの種類
インデックスラベルは、ファイリングの仕方に合わせて、方向別・長
さ別に以下の8種類を作ることができます。

6mm幅のときの
テープの長さ

小 (横 ) 中 ( 横 ) 小 ( 縦 ) 中 ( 縦 )
1.4cm 1.9cm 1.4cm 1.9cm

9mm幅のときの
テープの長さ

大 (横 ) 特大 (横 ) 大 ( 縦 ) 特大 (縦 )

2.3cm 3.8cm 2.3cm 3.8cm

●書類に貼り付けた例
 （印刷方向：縦）

• インデックスラベルが作成できるのは、6mmと9mm幅
テープのみです。必ず6mmまたは9mm幅のテープと
テープアダプターをセットしてください。
• インデックスラベルでは１つのデータにつき、２枚印刷さ
れます。
• 好きな文字サイズでラベルを作りたい場合は、フリーラベ
ル（38ページ）をお使いください。
• インデックスラベルの作成途中で、違う幅のテープに変更
することはできません。

重要
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重要  インデックスラベルの印刷では、指定項目分を連続して印刷し
ます。印刷の途中でテープがなくならないように、十分残量の
あるテープをご使用ください。印刷の途中でテープがなくなっ
てしまったときは、 を押して印刷を中止してください。

自由に入力して作る（ ユーザー作成）
文字を自由に入力して作成します。一度に最大で６項目まで作成・印
刷することができます。

[ 印刷例 ]　３項目（印刷方向：縦）

 1 を押して、電源を入れます。

2 を押します。

3 を押して「インデックスラベル」
を選び、 を押します。

4 を押して印刷方向を選
び、 を押します。
ここでは、「中（縦）」を選びます。
作成方法の選択画面が表示されます。

5 を押して「ユーザー作
成」を選び、 を押します。
最初の項目の入力画面が表示されます。

6 文字を入力します。ここでは「企画資料」と入力します。

7 を押します。
次の項目の入力画面が表示されます。

8 手順 6～ 7を繰り返して３項目まで入
力し、 を押します。
4番目の項目の入力画面が表示されます。
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9 を３回押します。

 10 を押して印刷を選び、 を
押します。
印刷範囲の選択画面が表示されます。

11 を押して印刷する最初の項目
を選び、 を押します。
ここでは、「企画資料」を選びます。
• 数字キーで番号を入力して選択するこ
ともできます。

12 を押して印刷する最後の項目
を選びます。
ここでは、「日程表」を選びます。

 13 を押します。

14 を押してカットモードを設定し、 を押します。
• カットモードについて詳しくは21ページをご覧ください。
印刷が開始されます。

重要  テープ出口の周りに、カットされたテープがたまらないようにし
てください。カットされたテープが出口をふさいでしまうと、テー
プが詰まったり、故障の原因になります。

• ラベルデータを登録するときは→56ページ

イ
ン
デ
ッ
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 定型句を使って作る
本機にあらかじめ内蔵されている定型句を使って作成します。定型句
は、「索引」「数字」「月日」「曜日」の４つの分類から選ぶことができます。
定型句の詳細や最大印刷枚数などについては、30ページをご覧ください。

[ 印刷例 ]　「あ行」～「わ行」（10項目／印刷方向：中（横））

････

････

1 27ページの手順1～3と同様な操作で
「インデックスラベル」を選び、
を押します。

2 を押して印刷方向を選
び、 を押します。
ここでは、「中（横）」を選びます。
作成方法の選択画面が表示されます。

3 を押して定型句の分類
を選び、 を押します。
ここでは、「索引」を選びます。
印刷パターンの選択画面が表示されます。

4 を押して印刷パターンを選び、
を押します。

ここでは、「あ行 … わ行」を選びます。

 これ以降の操作は、28ページの手順 10～ 14と同様です。

• 定型句は、初期フォントで設定されている書体で印刷されます。
初期フォントの設定については、70ページの「電源を入れたとき
の書体を決める」をご覧ください。
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 インデックスラベル／インデックスカード「定型句」一覧
分類 表示 最大

印刷枚数
1
枚目

2
枚目

3
枚目

4
枚目

5
枚目

6
枚目

7
枚目

8
枚目

9
枚目

10
枚目

11
枚目

12
枚目 … 26

枚目 … 31
枚目 … 46

枚目 … 99
枚目

索引 あ行…わ行 10枚 あ行 か行 さ行 た行 な行 は行 ま行 や行 ら行 わ行 － － － － － － － － － －

ア行…ワ行 10枚 ア行 カ行 サ行 タ行 ナ行 ハ行 マ行 ヤ行 ラ行 ワ行 － － － － － － － － － －

あ…ん 46枚 あ い う え お か き く け こ さ し … は … ま … ん － －

ア…ン 46枚 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ … ハ … マ … ン － －

A…Z 26枚 A B C D E F G H I J K L … Z － － － － － －

a…z 26枚 a b c d e f g h i j k l … z － － － － － －

数字 1…99 99枚 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 … 26 … 31 … 46 … 99

No.1…No.99 99枚 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12 … No.26 … No.31 … No.46 … No.99

1 ～…90～ 10枚 1～ 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90～ － － － － － － － － － －

No.1 ～…No.90～ 10枚 No.1 ～ No.10～ No.20～ No.30～ No.40～ No.50～ No.60～ No.70～ No.80～ No.90～ － － － － － － － － － －

月日 1月…12月 12枚 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 － － － － － － － －

Jan.…Dec. 12枚 Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. － － － － － － － －

1月度…12月度 12枚 1月度 2月度 3月度 4月度 5月度 6月度 7月度 8月度 9月度 10月度 11月度 12月度 － － － － － － － －

1日…31日 31枚 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 … 26日 … 31日 － － － －

曜日 日曜日…土曜日 7枚 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 － － － － － － － － － － － － －

Sun.…Sat. 7 枚 Sun. Mon. Tue. Wed. Thu. Fri. Sat. － － － － － － － － － － － － －
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  インデックスカードを作る
市販の仕切りカードに貼るラベルを作ることができます。本機にあら
かじめ内蔵されている定型句を使って作成することもできます。

インデックスカードの種類
インデックスカードは、ファイリングの仕方に合わせて、仕切り数別・
長さ別に以下の8種類のサイズで作ることができます。

仕切り数 テープの長さ
5山用 5.6cm（大） 5.0cm（中） 3.7cm（小）
6山用 4.7cm（大） 4.1cm（中） 3.4cm（小）
10山用 2.2cm
12山用 1.9cm

●仕切りカードの見出し山に貼り付けた例
 （印刷方向：縦）

････

• インデックスカードが作成できるのは、9mm幅テープの
みです。必ず9mm幅のテープとテープアダプターをセッ
トしてください。
• インデックスカードでは１つのデータにつき、1枚印刷さ
れます。
• 好きな文字サイズでラベルを作りたい場合は、フリーラベ
ル（38ページ）をお使いください。

重要

重要  インデックスカードの印刷では、指定項目分を連続して印刷し
ます。印刷の途中でテープがなくならないように、十分残量の
あるテープをご使用ください。印刷の途中でテープがなくなっ
てしまったときは、 を押して印刷を中止してください。

自由に入力して作る（ ユーザー作成）
文字を自由に入力して作成します。一度に最大で６項目まで作成・印
刷することができます。

[ 印刷例 ]　５項目（印刷方向：縦書き）

････

････

 1 を押して、電源を入れます。

2 を押します。

3 を押して「インデックスカード」
を選び、 を押します。

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
カ
ー
ド
を
作
る
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4 を押して印刷サイズと
印刷方向を選び、 を押します。
ここでは、「5山（大）・縦書き」を選
びます。
作成方法の選択画面が表示されます。

5 を押して「ユーザー作
成」を選び、 を押します。
最初の項目の入力画面が表示されます。

6 文字を入力します。ここでは「領収書」と入力します。

7 を押します。
次の項目の入力画面が表示されます。

8 手順 6～ 7を繰り返して５項目（５山分）
まで入力し、 を押します。
6番目の項目の入力画面が表示されます。

9 もう一度 を押します。

 10 を押して印刷を選び、 を
押します。
印刷範囲の選択画面が表示されます。

11 を押して印刷する最初の項目
を選び、 を押します。
ここでは、「領収書」を選びます。
• 数字キーで番号を入力して選択するこ
ともできます。

12 を押して印刷する最後の項目
を選びます。
ここでは、「注文書＜次月＞」を選びま
す。

 13 を押します。

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
カ
ー
ド
を
作
る
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14 を押してカットモードを設定し、 を押します。
• カットモードについて詳しくは21ページをご覧ください。
印刷が開始されます。

重要  テープ出口の周りに、カットされたテープがたまらないようにし
てください。カットされたテープが出口をふさいでしまうと、テー
プが詰まったり、故障の原因になります。

• ラベルデータを登録するときは→56ページ

 定型句を使って作る
本機にあらかじめ内蔵されている定型句を使って作成します。定型句
は、「索引」「数字」「月日」「曜日」の４つの分類から選ぶことができます。
定型句の詳細や最大印刷枚数などについては、30ページをご覧ください。

[ 印刷例 ]　「1月」～「12月」（12項目／印刷方向：横書き）

････

････

1 31ページの手順1～3と同様な操作で
「インデックスカード」を選び、
を押します。

2 を押して印刷サイズと
印刷方向を選び、 を押します。
ここでは、「12山・横書き」を選びます。
作成方法の選択画面が表示されます。

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
カ
ー
ド
を
作
る
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  フォーマットを選んで作る（ 用途別ラベル）
本機には、豊富なラベルの フォーマットが内蔵されており、用途に応
じたラベルが簡単に作れます。

• ここで紹介するラベルは、本機で作成できるラベルの一例です。

名前ラベル

CD/DVDラベル

送付ラベル

備品管理ラベル

値札ラベル

用途別ラベル

• 名前ラベル・CD/DVDラベル・備品管理ラベル・送付ラベル・
値札ラベルがあります。用途に応じて選択してください。

3 を押して定型句の分類
を選び、 を押します。
ここでは、「月日」を選びます。
印刷パターンの選択画面が表示されます。

4 を押して印刷パターンを選び、
を押します。

ここでは、「1月 … 12月」を選びます。

 これ以降の操作は、32ページの手順 10～ 14と同様です。

• 定型句は、初期フォントで設定されている書体で印刷されます。
初期フォントの設定については、70ページの「電源を入れたとき
の書体を決める」をご覧ください。

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
選
ん
で
作
る
（
用
途
別
ラ
ベ
ル
）

イ
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ォ
ー
マ
ッ
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ベ
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［印刷例］　
なまえこうもく

（18mm幅テープ /名前 /一般 /小１）
重要  94ページをご覧になりフォーマットに適した幅のテープやテープ

アダプターをセットしてください。

 フォーマットを選ぶ

1 を押して、電源を入れます。

2 を押します。

3 を押して「用途別ラベル」を選び、 を押します。

4 を押して作成するラベルの種類を選び、 を
押します。
ここでは「名前」を選びます。
フォーマット選択画面が表示されます。

対応するテープ幅を示します。
9  18 ･･･使用できるテープ幅は、実線または点線で囲まれます。
18 ･･･････最も適したテープ幅は、実線で囲まれます。
 6  ････････使用できないテープ幅は、囲まれません。

ラベルの種類を示
します。

フォーマット選択画面について
ここでは、例として、「一般」の画面を説明します。

5 を押して、「名前」ラベルの種類を選び、 を押しま
す。
ここでは「一般」を選びます。

6 を押してフォーマットを選び、 を押します。
詳しくは「用途別ラベルフォーマット一覧」（94ページ）をご覧く
ださい。
ここでは「小１」を選びます。
文字入力画面が表示されます。

項目名

点滅しています
（この部分の入力ができるという意味です）

入力できる文字数
現在入力されている
文字数
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7 文字を入力し、 を押します。

ここでは「こうもく」「なまえ」に入力します。

• 枠が付けられるフォーマットの場合は、 を押し指を離して

から を押して「装飾」の「文字修飾」に入って、枠付「あ
り／なし」のどちらかを選ぶことができます。

これでラベルデータが完成しました。

• ラベルデータを印刷するときは→18ページ
• ラベルデータを登録するときは→56ページ

印刷の書式を設定したい
文字の入力中に、お好みで印刷の書式を設定することができま

す。
• 印刷方向の「横書き／縦書き」を設定する
•  「裏書き」印刷の「する／しない」を設定する

上記の設定をするには、文字入力中に を押し、指を離し

てから を押して、書式設定画面を表示させ、設定をします。

通
し
番
号
の
つ
い
た
ラ
ベ
ル
を
作
る
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
選
ん
で
作
る
（
用
途
別
ラ
ベ
ル
）

 通し番号のついたラベルを作る（ ナンバリング）
ページ番号や通し番号がついたラベルを作る（ 連番印刷）ことができ
ます。

ナンバリングの種類

 

ナンバー

• フォーマット1

　　　　　　

コメント
（99文字まで）

ナンバー

• フォーマット2

 

ナンバー コメント（99文字まで）

• フォーマット3

コメント1（99文字まで） ナンバー コメント2（99文字まで）

• フォーマット4

ナンバー コメント（99文字まで）

• フォーマット5

  

ナンバー コメント（99文字まで）

• フォーマット6

• 印刷するたびに、“ナンバー”が一つずつ繰り上がっていきます。
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通
し
番
号
の
つ
い
た
ラ
ベ
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［印刷例］       
　

「備品No.15（総務管理）」～「備品No.17（総務管理）」のラ
ベルを印刷します。

重要  ナンバリング印刷では、指定枚数分を連続して印刷します。印刷
の途中でテープがなくならないように、十分残量のあるテープを
ご使用ください。印刷の途中でテープがなくなってしまったとき
は、 を押して印刷を中止してください。

1 を押して、電源を入れます。

2 を押します。

3 を押して「ナンバリング」を選び、 を押します。

4 を押してフォーマットを選び、 を押します。
ここでは「4」を選びます。

点滅しています
（この部分の入力ができるという意味です）

入力できる文字数
現在入力されている
文字数

5 「コメント１」に文字を入力し、 を押します。
ここでは「備品」と入力します。

6 ナンバリングの先頭になる数字に変更し、 を押します。
ここでは、「No.15」～「No.17」のラベルを作るので、「15」
を入力します。

• 先頭になる数字を変更するときは、数字を削除して入力し直し
てください。5桁まで入力できます。

7 「コメント2」に文字を入力し、 を押します。
ここでは「（総務管理）」と入力します。

8 を押してナンバリングの形を選び、 を押し
ます。
ここでは「No.1」を選びます。

9 で印刷を選び、 を押します。

先頭の数字が表示されます
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10 を押して連番として印刷する枚数を設定し、連番の開
始と終了の番号を確認してから を押します。
ここでは、15、16、17番を印刷する
ので、「3」を設定します。
• 1 ～ 100までを入力できます。
• 直接数字を入力することもできます。

11 を押して印刷部数とカットモードを設定し、
を押します。

• カットモードについて詳しくは、21
ページをご覧ください。

印刷が開始されます。終了すると、右
の画面が表示されます。
• ナ ン バ ー「99999」 の 次 は、
「00000」が印刷されます。

•  「長さオーバー　印刷できません」と表示されたときは87ページ
をご覧ください。

•  「長さが短すぎてカットできませんがよろしいですか？」と表示
されたときは87ページをご覧ください。

• 「指定したテープ長より長くなりますがよろしいですか？」と表
示されたときは86ページをご覧ください。

• テープ出口の周りに、カットされたテープがたまらないよ
うにしてください。カットされたテープが出口をふさいで
しまうと、テープの詰まりや、故障の原因になります。

• ラベルデータを登録するときは→56ページ

印刷の書式を設定したい
文字の入力中に、お好みで印刷の書式を設定することができます。
• ラベルの長さを設定する（3.0 ～ 30.0cmの範囲）
• 印刷方向の「横書き／縦書き」を設定する
•  「裏書き」印刷の「する／しない」を設定する
上記の設定をするには、文字入力中に を押し、指を離し

てから を押して、書式設定画面を表示させ、設定をします。

表示される番号は、作成する
ラベルによって異なります。

重要

 自由に入力して作る（フリーラベル）
ここでは文字を自由に入力してラベルを作る（ フリーラベル）方法に
ついて説明します。

操作を簡単に説明しますと、以下のようになります。

1 を押して、電源を入れます。

2 文字を入力します。• フリーラベルの作り方について詳しくは17ページをご覧くださ
い。

フリーラベル

自
由
に
入
力
し
て
作
る
（
フ
リ
ー
ラ
ベ
ル
）

通
し
番
号
の
つ
い
た
ラ
ベ
ル
を
作
る
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）
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２
行
以
上
の
ラ
ベ
ル
を
作
る

    2 行以上のラベルを作る
2行以上の文章を含むラベルを作ることができます。
作れる行数は、セットしてあるテープの幅によって違います。

テープの幅 最大行数
6mm 2行
9mm 3行

           
テープの幅 最大行数
12mm 5行
18mm 8行

•  テープの幅と行数に合わせて、自動的に文字の大きさは変わります。
 （ジャストフィット印刷）
• 文字の大きさを自由に決めた場合（50ページ）も、文字の大きさは行
数に合わせて自動的に変わります。

［印刷例］ 顧客リスト
  最新版

1 1 行目を入力します。ここでは「顧客リスト」と入力します。

2 を押します。

フリーラベルの編集機能  3 2 行目を入力します。ここでは「最新版」と入力します。

文字の大きさが行数
に合わせて自動的に
変わります。

作っているラベルのレイア
ウト（ イメージャー表示）：
線の数は行数を表わし、線
の太さは文字の大きさをイ
メージで表します。 改行マークが入ります

（画面だけの印なので
印刷されません）

• 文字を全部入力した後に、行を変えることもできます。行を変
えたい位置で、 を押します。

• 改行を取り消すときは、 を押してマークを削除します。
を押しても「 」マークを削除することはできません。

• イメージャー表示は、微小フォントでの印刷のときは「5/8」
というような表示になります。これは、「行数は8行で、カーソ
ルが合っているのは5行目」という意味です。
微小フォントでの印刷について→71ページ。

• セットされているテープ幅に合わない行数にすると、「行数オー
バー　印刷できません」と表示され、印刷することはできません。
そのときは行数を減らしてください。

• ラベルデータを印刷するときは→17ページ
• ラベルデータを登録するときは→56ページ

こんなラベルを作るには？
 ジャストフィット印刷（50ページ）

顧客リスト最新版　
営業部

文字の大きさを行ごとに決めます
　　　　　（52ページ）

顧客リスト　
最新版 B

L

営業部

ブロックマークを入れます
（40ページ）
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3 次のブロックの文字を入力します。ここでは「国内営業部」と入力します。

• ブロックマークを消すときは、「 B
L 」の位置にカーソルを合わせ、

を押します。
 を押しても B

L マークを削除することはできません。
• ブロックに分けることができるのは、16個までです。

4 続けて文字を入力します。ここでは 「営業第三課」と入力します。

• 2 行のラベルについては39ページをご覧ください。
• 縦書きの設定については41ページをご覧ください。

文章を完成させたあとでブロックに分けるには
文字を入力したあとで、ブロックに分けることもできます。分

けたい位置にカーソルを移動させ、 を押し、指を離して

から を押します。

カーソルの位置が何ブロック
目にあるかを表します

 文章を ブロックに分ける
下の印刷例の「営業計画書」「国内営業部　営業第三課」は、それぞれ
独立した文字のかたまりです。この文字のかたまりをブロックといい
ます。ブロックごとに書式や行数を設定することができますので、い
ろいろなラベルを自由に作ることができます。

［印刷例］

1つのブロック 1つのブロック
　・2行（39ページ）
　・縦書き（41ページ）

(18mm幅テープ）

［印刷例］ 「営業計画書」　「国内営業部　営業第三課」を別々のブ
ロックに分ける

1 最初のブロックの文字を入力します。ここでは「営業計画書」と入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。
「営業計画書」が1つのブロックになります。

ブロックマーク
（画面だけの印なので印刷されません）

文
章
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る
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ラ
ベ
ル
の
書
式
を
決
め
る

 ラベルの書式を決める
ラベルの長さ・文字間隔・文字のバランスなど、ラベルをどのようなルー
ル（ 書式）で作るのかを決めます。
ブロックごとの書式を決めることもラベル全体の書式を決めることもできます。

 ブロックごとに書式を決める
ブロック（40ページ）ごとに、 印刷方向や文字のバランスなどを設定します。

■設定できる内容
ブロック書式では、次のような設定ができます。

 方向 文字の向きを横書きにするか、縦書きにするかを決めます。

文字割付 ブロック中での文字のバランスを決めます。 48ページ参照

 文字間隔 文字と文字のピッチ（間隔）を決めます。

ブロック長 ブロックの長さを決めます。 45ページ参照

 ■設定する

1 文章を入力し、ブロックに分けます。

2 書式を決めるブロックにカーソルを合わせます。そのブロック内であれば、カーソルの位置はどこでも構いません。

3 を押し、指を離してから を押します。
ブロックが1つだけの場合には手順 6 に進んでください。このと
きは、ブロック書式と全文書式が続けて設定できます。

4 を押して ブロック書式を選び、 を押します。

5 を押してこのブロックのみを選び、 を押します。

• すべてのブロックを共通の書式にするときは を押して
全ブロックにします。

6 各項目を設定します。
• を押して設定項目を選びます。
• を押して希望の項目を表示させます。

 設定項目 内　　容

  方向 文字を縦書きにするか横書き
にするかを選ぶ

 文字割付 ブロックの中での文字のバランス
（左寄せ /均等 /中寄せ /右寄せ）
を設定する 48ページ参照

 文字間隔 文字と文字の間隔（0.0 ～
31.9mm）を指定する

  （ を押すと間隔が変わ
り ､それに合わせてテープ長
さの数値も変わる）
•  「文字割付」を「均等」、「ブ
ロック長」を「固定」とし
た場合は、文字間隔の指定
はできません。
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  文章全体の書式を決める
文章全体の書式を決めます。
ブロックで区切られた文章であっても、ブロックには関係なく文章全体が
対象になります。

 ■設定できる内容
文章全体の書式では、次のような設定ができます。

 裏書き

• テープ色が透明なテープ（別売）を使用してガラ
スなど透明なものに裏から貼るときに設定しま
す。

 斜め 文字を斜めに印刷するときに選びます。
 しない する

 プロポーショナル プロポーショナルとはアルファベット・数字に適
した文字間隔のことです。アルファベット・数字
が入った文章のときは「する」にすると、より美
しく仕上がります。

 する しない

• 自動： 文字数に合わせて自動
的にブロックの長さを調整する

• ブロックの長さを任意に設定
するときは を押して
 「固定」を選ぶ
45ページ参照 

 設定項目 内　　容

  ブロック長

 

7 各項目を設定したら、 を押します。

こんなラベルを作るには…

ｃｉｎｅｍａ B
L

12 月 24日

 記号の入力について詳しくは、63ページをご覧ください。

1「12月24日」のブロックにカーソルを合わせる。

2 を押し、指を離してから を押して、「ブロック書式」 「こ
のブロックのみ」 「縦書き」とする。

印刷する

B
L マークを入れる

記号の「12」（グループ＝数字）記号の「24」（グループ＝数字）

(18mm幅テープ）

［印刷例］

ラ
ベ
ル
の
書
式
を
決
め
る



ラ
ベ
ル
作
成
編

43

ラ
ベ
ル
の
書
式
を
決
め
る

 スムージング 印字の不自然なギザギザを美しく滑らかにするかし
ないかを選びます。

 する しない

 

 ブロック間隔 ブロックとブロックの間隔を選びます。
 密着

 普通

 広い

余白 ラベルの前後に付くスペースの長さを選びます。
  44ページ参照
テープ長 ラベル全体の長さを自由に決めます。
  46ページ参照
ブロック割付 ラベル全体におけるブロックのバランスを決めます。
  49ページ参照

 ■設定する

1 文字を入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。
ブロックが1つだけの場合には手順 4 に進んでください。ブロッ
ク書式と全文書式が続けて設定できます。

3 を押して全文書式を選び、 を押します。

4 各項目を設定します。• を押して設定項目を選びます。
• を押して希望の項目を表示させます。

 設定項目 内　　容

裏書き 文字を裏書きで印刷するかしないかを選ぶ。裏書きに
しないときは「しない」を選ぶ

斜め 文字を斜めに印刷するときは「する」を、斜めに印刷
しないときは「しない」を選ぶ

プロポーショナル する ： アルファベット･数字に適した文字ピッチに調整する
 しない ： アルファベット･数字の文字ピッチが、かな･漢

字まじりの文章に適した文字ピッチになる

スムージング 文字のラインを滑らかにするか、しないかを選ぶ

ブロック間隔 ブロックとブロックの間隔を選ぶ 

余白 ラベルの前後に付くスペースの長さを選ぶ 44ページ

テープ長 

ブロック割付 ラベル全体に対するブロックの位置を選ぶ 49ページ
• テープ長さを「固定」にしたときのみ有効

   （左寄せ /均等 /中寄せ /右寄せ）

• 自動：文字数に合わせて自動的にラベルの長さを調節
 する

• ラベル全体の長さを任意に設定するときは、
を押して「固定」を選ぶ 46ページ
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5 各項目を設定したら、 を押します。

  余白について

ラベルの前後に付くスペースを余白といいます。
次の２種類の余白を選べます。

余白小

約 3.0mm 約 3.0mm

約 2.0mm 約 2.0mm

余白極小

テープの長さが短い（「余白小」や「余白極小」のとき：
約29mm以下）場合には、余白カットをしないこと
があります。印刷が終わった後で、ハサミなどで余白
をカットしてください。

重要

ラ
ベ
ル
の
書
式
を
決
め
る
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  ラベルの 長さを自由に決める
ラベルは文字の大きさや文字数に合わせて最適な長さで印刷されます。
ここではラベルの長さを自由に設定する方法を説明します。

ラベルの長さを決める方法には、次の3つがあります。
● ブロックごとの長さを決めて、ラベルの長さを設定する（ブロック
長固定）。

● ラベル全体の長さを自由に設定する（テープ長固定）。
●CD／DVDのケース用のラベルなど、よく作るラベルの長さを設
定する（テープ長さダイレクト設定キー）。

• ラベルの長さの表示は一応の目安です。ご使用の環境や印刷する内
容によっては、実際のラベルの長さと完全には一致しません。

 ブロックの長さを設定する（  ブロック長固定）
ブロック（40ページ）の長さを決めることにより、ラベル全体の長さを
決めることができます。

1 文字を入力し、ブロックに分けます。
• ブロックの分け方（40ページ）

2 長さを決めるブロックにカーソルを移動します。そのブロック内であればカーソルの位置はどこでも構いません。

3 を押し、指を離してから を押します。
ブロックが1つだけの場合には、手順 6 に進んでください。

4 を押してブロック書式を選び、 を押します。

5 を押してこのブロックのみを選び、 を押します。

• すべてのブロックを共通の書式にするときは を押して
全ブロックにします。

6 を押して、「ブロック長」を画面に表示させます。

7 を押して、「ブロック長 固定 」にします。

8 を押します。

9 数値キー、または （減）・ （増）を押して、 ブロックの
長さを設定します。
• 直接数字を入力することもできます。
• ブロックの長さと入力されている文字により、次のようになり
ます。

[6.0cm]

指定通りに印刷

数値が反転します
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 イメージャー表示について
「ブロック長固定」を選ぶと、画面右上のイメージャー表示は
次のようになります。

指定通りの長さで
印刷できる

指定通りの長さで
印刷されるが、文字
は横方向に縮まる

指定の長さより長
く印刷される＊

* 文字が印刷方向に50％縮小されて印刷されます。また、印
刷されたテープは指定より長くなります。

 ラベル全体の長さを自由に設定する（  テープ長固定）

1 文字を入力します。 

2 を押し、指を離してから を押します。
ブロックが1つだけの場合には、手順 4 に進んでください。

3 を押して全文書式を選び、 を押します。

4 を押して、「テープ長」を画面に表示させます。

5 を押して、「テープ長 固定 」にし を押します。

6 数値キーまたは （減）・ （増）を押して、ラベルの長さ
を設定し、 を押します。
• 直接数字を入力することもできます。
• 入力されている文字に合わない長さにすると、「長さエラー」と
なり、次のような表示になります。

　  10.4cm]

指定したテープ長より長く印刷（長さエラー）

　 [10.5cm]

指定通りに印刷
         

数値が反転します

ラ
ベ
ル
の
長
さ
を
自
由
に
決
め
る

（4.0cm]

文字を横方向に
縮めて指定通り
に印刷

[2.0cm]

指定した長さよ
り長く印刷

10 を押します。
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CDケースのラベルなどを簡単に設定する（ テープ長さ ダイレクト設定キー）
テープ長さダイレクト設定キーを使えば、CDやDVDのケースのラ
ベルなど、よく作成するラベルの長さを簡単に設定できます。また、
同じ長さを簡単に設定できるので、長さのそろった複数のラベルも簡
単に作成できます。

長さを設定
しないとき

ラベルの長さ
を同じにでき
ます！

テープ長さダイ
レクト設定キー
を使うと…

•  ブロックを使っているとき、ラベルの長さの設定は、書式
の「テープ長」「ブロック長」でしてください。
テープ長さダイレクト設定キーで設定すると、設定した値
よりも長くなることがあります。
•  テープ長さダイレクト設定キーで設定した長さは、テープ
長固定と連動します。また、テープ長さダイレクト設定キー
で設定すると、「ブロック長：固定」「文字割付：均等」「ブ
ロック割付：均等」に設定されます（ブロック長が固定さ
れるのは、ブロックが1つのときだけです）。
• フリーラベル以外では、テープ長さダイレクト設定キーは
無効となります。

重要

設定できる長さ
テープ長さ

ダイレクト設定キー 適したもの

10.0cm CD・DVDケースなど

• 1mm単位で長さを調整することもできます。

テープ長さダイレクト設定キー

テープ長さの目安

設定する

[ 例 ] CD･DVDケース用のラベルの長さを設定する

1 を押します。

を押すと長くなり、 を押すと
短くなります。
• 文字入力はラベルの長さを設定する
前でも設定したあとでも構いません。 長さが 10.0cm に変わ

ります。
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5 を押して「 文字割付」の設定画面にします。

6 を押して、割付の種類を表示させます。　
を押すたびに、均等 中寄せ 右寄せ 左寄せと割付の種類

が変わります。　　

7 を押して、「ブロック長」を画面に表示させます。

8 を押して「ブロック長 固定」にし、 を押します。

9 数値キー、または （減）・ （増）を押して、元のブロッ
ク長より長い数値にし、 を押します。

2行以上の文章のときは、「ブロック長　自動」を選んでも、
割り付けすることができます。そのときは次のように文字数の
少ない方が割付の対象になります。
左寄せ 中寄せ 右寄せ 均等

数値が反転します

 文章のバランスを整える（ 割付）
文字や文章のバランスを整えることができます。

ブロック内で文字のバランスを整える
ブロック内での文字のバランスを選ぶことができます。

［例］ 「下期」のバランスを整えます。
ブロック長を固定します

 左寄せ

 中寄せ

 右寄せ

 均等

1 文字を入力し、ブロックに分けます。
• ブロックの分け方（40ページ）

2 割付の対象になるブロックにカーソルを合わせ、 を押し、

指を離してから を押します。
ここでは「下期」にカーソルを合わせます。
ブロックが1つだけの場合には、手順 5 に進んでください。

3 を押してブロック書式を選び、 を押します。

4 を押してこのブロックのみを選び、 を押します。
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4 を押して、「テープ長」を画面に表示させます。

5 を押して、「テープ長　固定」にし、 を押します。

6 数値キー、または （減）・ （増）を押して、希望の数字
（ラベルの長さ）にします。
元の長さより長い数値にします。

7 を押して、「ブロック割付」の設定画面にします。

8 を押して、希望の割付の種類を表示させ、 を押し
ます。

を押すたびに、均等 中寄せ 右寄せ 左寄せと割付の種類
が変わります。

数値が反転します

 ラベル内のブロックのバランスを整える
ラベル全体に対しての、ブロックのバランスを選びます。

 左寄せ

 均等

 右寄せ

 中寄せ

重要   ブロックの割付は、「テープ長　固定」と設定されているとき
のみ有効です。

1 文字を入力し、ブロックに分けます。
• ブロックの分け方（40ページ）

2 を押し、指を離してから を押します。
ブロックが1つだけの場合には、手順 4 に進みます。

3 を押して全文書式を選び、 を押します。
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  文字の大きさを決める
ラベルを作ると、最適な 文字サイズで印刷されます。これは、セット
されているテープの幅と文章の行数に合わせて、最適な文字サイズを
自動的に設定しているためです（  ジャストフィット印刷）。
ここではジャストフィット印刷ではなく、文字の大きさを選択して決
める方法を説明します。

● 文字の大きさは、次の2つの方法で決めることができます。
• 文字単位で大きさを決める
• 行単位で大きさを決める

  文字単位で大きさを決める

文字単位で「1×1」～「5×8」倍まで文字サイズを選択できます。
テープの幅によって、印刷できる文字サイズの最大値（縦方向）は異
なります（テープ幅と行数・倍率一覧　97ページ）。

1× 1 2× 3

4× 4 5× 6

• 縦書きと横書きとでは、印刷結果が異なる場合があります。例えば、
1×2と指定すると、横書きでは横長に、縦書きでは縦長に印刷
されます（上の印刷例はすべて横書きで作成しています）。
1× 2（横書き）

　
1× 2（縦書き）

［例］ 「終日禁煙」の「終日」を1×3にする　

1 文字を入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。

3 を押して印字倍率を選び、 を押します。

4 を押して文字単位を選び、 を押します。

5 縦の倍率の数値が反転表示されていることを確認します。

6 を押して、「縦」の倍率を設定します。
ここでは縦倍率を「1」にします。
• 直接数字を入力することもできます。
• 不適当な倍率を入力しようとすると、「ピッ」とブザーがなり、
入力できません。
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10 を押して大きさを変える最後の文字を選び、 を押
します。
ここでは 終日 にします。

  文字倍率：カーソルが合っている文字の大きさを表します。
 倍率マーク： 印刷される文字の大きさを表します。

 ジャストフィットマーク：
 自動的に付きます。この

マークより後ろの文字は
ジャストフィット印刷に
従った大きさで印刷され
ます。

• 倍率マークやジャストフィットマークは画面には表示されます
が、印刷されません。 

• 文字サイズの指定を取り消すときは、倍率マークを で削除
します。

• 倍率マークを削除した場合、文字サイズはテープ幅や入力文字
の行数に合わせて自動設定されます。

 ただし、削除した倍率マークよりも左側に倍率の指定があると
きは、その倍率になります。

• ブロックを超えて、倍率の範囲指定をすることはできません。

文字の大きさ1×3  　ジャストフィット印刷

倍率マーク

ジャストフィットマーク

文字倍率

7 を押して、「横」の倍率数値を反転させます。
• 数字を入力したときは、自動的に「横」
の倍率数値が反転します。

8 を押して「横」の倍率を設定し、 を押します。
ここでは横倍率を「3」にします。

9 を押して大きさを変える最初の文字にカーソルを合わ
せ、 を押します。
ここでは「終」を指定します。
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 行単位で大きさを決める（ フォーマット選択）
 行単位で文字サイズを設定するときは、下のフォーマットから選びま
す。
• 文章の行数とセットされているテープの幅によっては、異なるフォー
マットを選んでも印刷結果が同じになることがあります。
行数 フォ－マット 18mm幅 12mm幅 9mm幅

1行 A 1× 1倍 1×1倍 1×1倍

B 2× 2倍 2×2倍 2×2倍※

C 3× 3倍 3×3倍※ ー

D 4× 4倍 ー ー

E 5× 5倍※ ー ー

2行
A

1× 1倍
1×1倍

ー ー

B
1× 1倍
2×2倍

ー ー

C
2× 2倍
1×1倍

ー ー

D
2×2倍※

2× 2倍※ ー ー

E
1× 1倍
3×3倍※ ー ー

F
3× 3倍※

1× 1倍
ー ー

行数 フォ－マット 18mm幅 12mm幅 9mm幅

3行
A

1× 1倍
1×1倍
1×1倍

ー ー

B
1× 1倍
1×1倍
2×2倍※

ー ー

C
1× 1倍
2×2倍※

1× 1倍
ー ー

D
2×2倍※

1× 1倍
1×1倍

ー ー

※フレーム印刷時は、小さくなります。

• 6mm幅のテープは行単位で大きさを決められません。
• 4 行以上の場合は、行単位で大きさを決められません。
• 文字単位で印字サイズを設定した後では、行単位で設定で
きません。

重要
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［例］

1 文字を入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。

3 を押して印字倍率を選び、 を押します。

4 を押して行単位を選び、 を押します。

5 を押してフォーマットを選び、 を押します。

   1 行目：1×1倍　( 2 行・フォーマットE ）  2 行目：3×3倍   　　18mm幅テープ

選んだフォーマット

   微小フォントについて
●行数（入力した行数または選んだフォーマットの行数）と、
テープ幅によって、「微小フォント」となります。

●このとき、画面右の「  微小フォント」が点灯します。
●フリーラベルでは、分数でイメージャー表示されます。

イメージャー表示

微小フォント

• イメージャー表示については、「2行以上のラベルを作る」
の手順 3（39ページ）をご覧ください。

●微小フォントでは、次のような特徴があります。
• フォントの設定は、無効です（すべて同じフォントで印刷
されます）。

• プロポーショナルの設定は、無効です（「しない」になり
ます）。

• 文字体または文字修飾を設定すると、きれいに印刷できな
いことがあります。

• 絵文字や外字の場合は、きれいに印刷できないことがあり
ます。

次の場合、行単位の文字サイズの設定は解除されます。
• 行数を変更したとき
• 文字単位で文字の大きさを指定したとき（50ページ）
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 フレームを付ける
フリーラベルの文章にいろいろなフレームを付けることができます。
フレームの一覧は93ページをご覧ください。

［印刷例］

（18mm幅テープ／フレーム番号＝52）

1 文字を入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。

3 を押して使うフレームを選び、 を押します。
ここでは を選びます。

4 で 印刷 を選び、 を押します。

•  印刷するときは、21ページの注意事項をご覧ください。
• フレーム印刷では、テープの長さ設定（45ページ）をしても、
設定した長さより長くなる場合があります。

5 数字キー（または ）を押して印刷枚数を設定し を押
します。
1～ 100枚まで設定できます。

重要

6 を押してカットモードを設定し を押します。
印刷が開始されます。
• カットモードについて（21ページ）
• 書式で「斜め　する」と設定してあっても、フレーム付き印刷
では標準で印刷されます。

•  「文字修飾」の「枠付」の指定は無効になります。

  フレーム印刷できる行数
テープ幅によって、フレーム印刷できる行数は異なります。

  18mm幅 12mm幅  9mm幅 6mm幅

  フレーム印刷できる行数 6 行以内 3行以内 2行以内 1行
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縦書きのラベルを作る
フリーラベルの入力中、または入力後の確認画面（18ページ「印刷する」
の手順 1 の画面）表示中に を押すだけで、簡単に縦書きのラベ
ルを印刷することができます。また、縦書きと横書きのラベルを一度
に印刷することもできます。

 縦書印刷　　

 縦横同時印刷　

縦書き（1枚目）、横書き（2枚目）がセットで印刷されます。

• フリーラベル以外では、 や  は無効となりま
す。フリーラベル以外で縦書きのラベルを作成するときは、書
式設定画面（41ページ）で「縦書き」を設定してください。

1 文字を入力します。

2 を押します。
縦書きと横書きのラベルを一度に印刷するときは、 を押し、
指を離してから を押します。

重要  印刷するときは、21ページの注意事項をご覧ください。

3 数字キー（または ）を押して印刷枚数を設定し、 を
押します。 
1～ 100枚まで設定できます。

• ブロック書式（41ページ）で、縦書きと横書きを混在した文章を
作成した場合は で印刷すると、すべて縦書きになります。
また、 で印刷すると、すべて縦書きと横書きになります。

4 を押してカットモードを設定し、 を押します。
印刷が開始されます。

• カットモードについて（21ページ）

■「議事録12月20日」などのラベルの作り方

［印刷例］

• 「12」や「20」などは、記号一覧（90ページ）の記号を使用すると、
上の例のようなラベルを作ることができます。記号の入力方法
については、63ページをご覧ください。
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作成したデータを登録する・呼び出す
作成したデータを メモリーに記憶させておくことができます。記憶さ
せることを 登録といいます。
登録しておけば、いつでも呼び出して印刷したり、また内容を修正し
て違うデータを作ることができます。

  データを登録する
データに名前を付けて登録します。

文字の入力後、 を押すとこの画面
になります。
• フリーラベル作成時は、画面に「終了」
がありません。

1 を押して登録を選び、 を押します。

2 登録名を入力し、 を押します。
登録名は7文字まで入力できます。
• 登録名はデータを呼び出すときに使
います。

すでに登録されているデータがどの
くらいあるかを示します

3 を押します。
「登録完了」と表示され、最初の画面に戻ります。

  登録したデータを呼び出す
登録したデータは、作成方法画面（17ページの 1 の画面）から呼び出し
ます。

1 を押します。

2 を押して 呼出し を選び、 を押します。

3 を押して呼び出したいデータの登録名を探し、 を
押します。
データが呼び出されます。
必要に応じて、修正・印刷してください。

登録名が表示されます

作
成
し
た
デ
ー
タ
を
登
録
す
る
・
呼
び
出
す
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  登録したデータを削除する
登録したデータは、作成方法画面（17ページの 1 の画面）から削除する
ことができます。

1 を押します。

2 を押して削除 を選び、 を押します。

3 を押して削除したいデータの登録名を探し、 を押
します。
「よろしいですか？」と表示されます。

4 を押します。
「削除完了」と表示されます。

• 他に登録文章があるときは、その登録名が表示されます。
引き続き、削除することができます。

• データ削除の操作をやめるときは を押します。

登録名が表示されます
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 カーソルのはたらきと動かし方
画面上で点滅している■をカーソルといいます。
カーソルとは、文字を入れる位置を示した目印のことです。

文字キーを押すと、カーソルの位置に文字が入ります。

左にカーソルが移
動する

上にカーソルが移
動する

右にカーソルが移
動する

下にカーソルが移
動する

を押し、
指を離してから
 を押す

行の先頭にカーソ
ルが移動する

を押し、
指を離してから
 を押す

行の最後にカーソ
ルが移動する

を押し、
指を離してから

を押す

 文の先頭にカーソ
ルが移動する※

を押し、
指を離してから

を押す

 文の最後にカーソ
ルが移動する※

※フリーラベルでのみ有効です。

 スクロールとは
画面にかくれている文字を見るためには、 を押して、かくれ
ている部分にカーソルを動かします。これをスクロールといいます。
（ を押した方向に文字がないとき、カーソルは動きません。）

 文字の入力や編集についての
基本的な説明をします。また、
装飾の指定や外字の作り方に
ついても説明しています。

入
力
す
る
文
字
の
切
り
替
え
方
法

カ
ー
ソ
ル
の
は
た
ら
き
と
動
か
し
方

 入力する 文字の切り替え方法
文字キーは、1つで数種類の文字が入力できるようになっています。

を押して、ひらがな・カタカナ・アルファベット・記号が入力で
きるように、切り替えます。ひらがな・カタカナの入力はローマ字入
力で行います。
ここでは を例にとって、説明します。

（ひらがな） （カタカナ） （英小文字） （英大文字）

＝ ＝  ＝  ＝

え エ e E

  入力・編集編



59

入
力
・
編
集
編

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
の
入
力

 ひらがな・カタカナの入力
 ひらがなの入力

［例］ さくら

1 を何回か押して、画面左上に「Rかな」を表示させます。

2 と押します。

3 または を押します。

「さくら」が確定します。

•  「無変換」とは、漢字に変換しない
でひらがなのまま確定するという意
味です。

ひらがなを入力している最中は、
文字に下線が表示されます。

 カタカナの入力

［例］ サクラ

1 を何回か押して、画面左上に「Ｒカナ」を表示させます。

2 と押します。

カタカナを入力すると、そのまま確定
されます。

ひらがなで文字を入力して、カタカナに変換する（ カタ
カナ変換）
例　サクラ

① ひらがなで「さくら」と入力します。
② さくらとなっているときに、 を押し、指を離し
てから を押します。
さくらが「サクラ」に確定されます。
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 いろいろな文字の入力方法
例 キー操作

促音 いった
拗音 きょう
濁音 ぼく
半濁音 ぱぱ
句点 。
読点 、
長音 ー
中点 ・

を
ん
ヴ 「Rカナ」表示のときに

ヵ または

ヶ または

空　白

• ローマ字よみの詳細については、「ローマ字入力一覧」（89ページ）
をご覧ください。

• ,（カンマ） .（ピリオド）の入力方法については、63ページをご覧
ください。

•  「空白」を、半角で入力することはできません。

  漢字の入力
漢字を入力するには、まずその漢字の「よみ」をひらがなで入力しま
す（例：「花」→「はな」）。
ひらがなから漢字などに変えることを 変換といいます。使いたい漢字が
表示されたら、  確定します。

ひらがなから漢字などに変換する方法は、次のとおりです。
• 入力した「よみ」から予測された変換候補を選ぶ
•  「よみ」を入力して変換する

入力した「よみ」から予測された変換候補を選ぶ（ 予測変換）
文字を入力すると、予測される語句が、自動的に候補として表示され
ます。その候補を選ぶことで漢字などを効率的に入力できます。
• 入力した文字から予測できる言葉がないときは変換候補が表示され
ません。

• 予測変換の機能を使わないように設定することもできます。（82ペー
ジ）

［例］ 京都旅行

1 ひらがなで「きょ」と入力します。画面上段に「きょ」で始まる言葉が並
んで表示されます。
• 変換したことのある語句が優先的に表
示されます（ 学習機能）。

• さらに入力すると、「よみ」にあわせ
て候補が変わっていきます。

•  「よみ」を長くするほど、候補が絞り
込まれます。

2 を押します。
画面上段にカーソルが移動します。

予測変換の候補を表示
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3 を押して「京都」を選びます。

4 を押します。
「京都」が確定されます。
• 続きがある場合は、次の文字を入力し
ても「京都」が確定されます。

5 ひらがなで「りょ」と入力します。画面上段に「りょ」で始まる言葉が並
んで表示されます。

6 を押します。
画面上段にカーソルが移動します。

7 を押して「旅行」を選び、 を押します。
「旅行」が確定されます。
• 候補の中に入力したい語句が見つから
ない場合は、 を押して「よみ」を
入力し直してください。それでも見つ
からない場合は、「よみ」を最後まで
入力し、 を押してください。
 「よみ」を入力してから変換する（61ページ）

思いどおりの漢字に変換されないのはなぜ？
次のようなことが考えられます。
• 「週（しゅう）」を「しゆう」と入力している
• 「図（ず）」を「づ」と入力している
• 「通り（とおり）」を「とうり」と入力している

 「よみ」を入力してから変換する
「よみ」を入力してから、漢字などに変換します。
カタカナ語の「よみ」から、英語に変換できる語句もあります。
　例：「れぽーと」 →「report」など
また、よく使う語句を辞書に登録しておくこともできます。
• よく使う語句を辞書に登録する（ユーザー辞書→79ページ）

［例］ 今日行きます

1 「きょういきます」をひらがなで入力します。• 一度に32文字まで入力できます。

2 を押します。
「きょういき」と「ます」という2つの
言葉と認識されたため、「境域」と変換
されます。
• 変換したことのある候補が優先的に表
示されます（ 学習機能）。

3 を 2回押します。
「きょういき」を「きょう」という言
葉で区切るためです。
• または で、区切る場所を変え
られます。

4 を何回か押して、「きょう」を「今日」にします。
を押すたびに、「きょう」に当ては

まる候補が次々と表示されます。
• を押し、指を離してから を
押す、または を押すと、１つ前の
候補が表示されます（ 前候補）。

「境域」が反転表示されま
す
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5 を押します。
「今日」が確定されます。
• まとめて確定する場合は、 を押
します。

6 を何回か押して、「いきます」を「行きます」にします。

7 「行きます」が表示されたら、 ま
たは を押します。
「行きます」が確定されます。
• 続きがある場合は、次の文字を入力し
ても、「行きます」が確定されます。

表示について
カーソルは、文字が入る位置を示した目印で、黒い四角形が点
滅して画面に表示されます。
ひらがなを漢字に変えるときの反転表示は、「現在変換するこ
とができる部分」を示した印です。
• 変換が２つ以上に分かれる場合は、 を押し、指を離し
てから （または ）を押すと、反転表示を右（または左）
に動かすことができます。

• 反転表示されているときに を押すと、「よみ」の状態
に戻ります。

入力中の 下線
変換すること
ができる部分

変換すること
ができる部分

カーソル

変換中の操作について
操作 内容

次の候補を表示
を押し、指を離してから
を押す、または を押す 前の候補を表示

または 区切る場所（変換する「よみ」
の長さ）を変更

または 変換することができる部分（注
目文節）を移動
変換することができる部分（注
目文節）までを確定
すべて確定

続けて文字入力 すべて確定されてから文字入力
「よみ」の状態に戻る
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アルファベット・数字・記号・
絵文字の入力
アルファベット、数字、記号、絵文字の入れ方を説明します。

アルファベットの入力

［例］ ＡＫＩ

1 を何回か押して、画面の左上に「ａ b」または「ＡＢ」を
表示させます。
ab：小文字を入力するとき
AB：大文字を入力するとき

2 と押します。
アルファベットは、キーを押したと同時に、その文字に確定され
ます。 ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
・
記
号
・
絵
文
字
の
入
力

 数字の入力

［例］ １２３

1 と押します。 

2 を押して、確定します。
•  を押すと、数字を漢数字に変換することもできます。

例： 「123」 →「一二三」など 
「12がつ」 →「十二月」など

  記号（キーに印刷されているもの）の入力

2キーの右上に印刷された記号 

1キーの左に印刷された記号

1 を押すと  「１」が入ります。

2 を押し、
指を離してから

を押すと

  「！」が入ります。

•  カンマ（，）　ピリオド（．）を入力するには
画面の左上に「ＡＢ」または「ａｂ」と表示されているときに、
次のキーを押します。
カンマ： 　　　ピリオド：

•  大文字と小文字が混ざった文章を簡単に入力するには
「ＡＢ」表示のとき ････ を押し、指を離してから文字キー

を押すと、その文字だけ小文字になりま
す。

例　TAKESHI's

「ａｂ」表示のとき ････ を押し、指を離してから文字キー
を押すと、その文字だけ大文字になり
ます。

例　English
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 記号（その他の記号）の入力

記号は「記述・カッコ」「学術」「単位・略」「一般」「数字」「ギリシア・
ロシア」「診療科目」の7つのグループに分かれています。90ページの記
号一覧を見ながら、使いたい記号がどのグループに入っているのかを
確かめてください。

［例］ 　（グループ＝単位・略）

1 を押します。

2 を押して単位・略にし、 を押します。

3 を押して にし、 を押します。

  絵文字の入力
内蔵の絵文字を使うことができます。絵文字は21のグループに分か
れています。
91～92ページの絵文字一覧を見ながら、使いたい絵文字がどのグループ
に入っているのかを確かめてください。
また、文字体の指定は無効です。

など

記号のグループ名

［例］ 　　（グループ＝食べ物）

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して食べ物にし、 を押します。

3 を押して にし、 を押します。

絵文字のグループ名

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
・
記
号
・
絵
文
字
の
入
力
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 文字を修正・削除するときは
文字を間違えて入力したときの直し方と、入力してあるすべての文字
を削除する方法を説明します。
フリーラベルでは、範囲を指定して削除することもできます。

文字を１文字ずつ消す

■カーソルの上の文字を消す

［例］ 「フファイル」の「フ」を消して、「ファイル」に直す

1 を何回か押して、「フ」にカーソルを合わせます。

2    を押します。

「ファイル」になります。

■カーソルの前の文字を消す

［例］ 「ファイルル」の最後の「ル」を消して、「ファイル」に直す

1 消したい文字の次の文字にカーソルを合わせます。

2   を押します。

「ファイル」になります。

すべての文字を消す（  文削除）
入力中の項目の文章をすべて消します。

1 を押し、指を離してから を押します。

「削除しますか？」と表示されます。

• 文削除をやめるときは、 を押します。
フリーラベルでは「 全文削除」と「部分削除」の選択画面が表
示されますので、ここで「全文削除」を選んで を押します。

2 を押します。

• 画面にあった文字はすべて消えます

■範囲を決めて消す（フリーラベルのみ）
消したい部分のはじめと終わりを指定して消す方法です。

［例］ 「あおきおさむ」を「おさむ」にする

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して  部分削除を選び、 を押します。

操作をやめるときは を押します。

文
字
を
修
正
・
削
除
す
る
と
き
は

3 を押して消したい部分の最初の文字にカーソル
を合わせ、 を押します。

ここでは「あ」にカーソルを合わせます。
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3 「ァ」を入力します。
• 「ァ」は を押し、指を離してか
ら を押して入力します。

■間違った文字の上に正しい文字を入力する（「 上書き」状態）

1 を押して「ェ」にカーソルを合わせます。
　　

2 「ァ」を入力します。
「ェ」が「ァ」になります

「ァ」が「イ」の前に入
力されます

4 を押して消したい部分の最後の文字を指定し、
を押します。

ここではあおきにします。

 間違った文字を直す
間違った文字を直す方法は、文字の入力方法が「 挿入」状態になって
いるか、「 上書き」状態になっているかで違ってきます。

■「 上書き」にするとき
を押し、指を離してから を押します。

 ＜ 挿　入＞ ＜上書き＞
反転します

もう一度 を押し、指を離してから を押すと、「挿入」状態に
戻ります。

［例］ 「フェイル」を「ファイル」に直す　

■間違った文字を消して正しい文字を入力する（「 挿入」状態）

1 を押して「ェ」にカーソルを合わせます。

2 を押します。

「ェ」が削除され、「イ」が「ェ」の位置に移動します。

 「設定」で切り換えるには
1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して「入力設定」を選び、 を押します。

3 を押して「上書き」または「挿入」を選び、
を押します。
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確定前に文字を直したり消したりするには…
ふぇいるなど、文字に下線が引かれているとき（確定前）に文
字を消したり直したりするときも確定後の文字と同じ操作で行
います。
ただし、 を押すと、下線が引かれている文字が全部消え
ます。

確定 60ページ

「上書き」で文字を直すときは
直す文字数に注意してください。直す文字数よりも多く入力し
てしまうと、必要な文字まで新しい文字に入れ替わってしまい
ます。

文
字
を
修
正･

削
除
す
る
と
き
は
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■ 英数書体
明朝体 角ゴシック体  丸ゴシック体

手書き ボンジュール メロディ

 パレット プロデュース  ステンシル

 ポップ  ボールドスクリプト  ブラックレター

• メモリーリセット後は、「和文フォント：角ゴシック体」「かな・英
数フォント：和文と同じ」に設定されています。

 書体（ フォント）を変える
入力済みの文字の形（ 書体）を、和文3書体・かな８書体・英数12
書体の中から選ぶことができます。
また、電源を入れたときの書体を決める設定方法についても説明しま
す。

■ 和文書体
 明朝体  角ゴシック体 丸ゴシック体

■ かな書体
明朝体 角ゴシック体  丸ゴシック体

 手書き  ボンジュール  メロディ

 パレット  プロデュース

書
体
（
フ
ォ
ン
ト
）
を
変
え
る
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• かな書体は、次の文字が指定の対象になります。
• アルファベット（A～Z　a～ z）
• 数字（ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 ）
• ひらがな（あ～ん）
• カタカナ（ア～ン、ヴ、ヵ、ヶ）
• 記号の一部（、。，．？！長音ー～（ ）￥％スペース）

• 英数書体は、次の文字が指定の対象になります。
• アルファベット（A～Z　a～ z）
• 数字（ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 ）
• 記号の一部（ ，．？！ー～（　）￥％スペース）

かな・英数フォントの指定で、ステンシル／ポップ／ボールド
スクリプト／ブラックレターを選んだ場合には、ひらがな、カ
タカナは和文フォントの指定と同じフォントになります。

入力済みの文字の書体を変える

［例］ 

（「ヒーリング」「集」を丸ゴシック体に、「MUSIC」をボー
ルドスクリプトにする）

1 文字を入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。

重要

3 を押して丸ゴシックを選び、 を押します。

（和文の書体の種類を選びます。）

4 を押して Ａ　ボールドスクリプト を選び、 を押
します。

（かな・英数の書体の種類を選びます。）

5 を押して設定の範囲を選び、 を押します。

• 全文：フォーマット単位で設定されます。
• ブロック：ブロック単位で設定されます。
• 行：項目単位で設定されます。
• 文字：文字単位で設定されます。

• フリーラベル以外では、「ブロック」「文字」は選べません。

フリーラベルで「全文」の範囲指定を
選択したときは、 を押します。設
定後、文字入力の画面に戻ります。

フリーラベルで「全文」以外の範囲指
定を選択したときは、右のような範囲
指定の画面が表示されます。手順 6、7
で範囲を指定します。

6 を押して書体を変える最初の文字にカーソルを
合わせ、 を押します。
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7 を押して、書体を変える最後の文字にカーソル
を合わせ、 を押します。

設定後、文字入力の画面に
戻ります。

 電源を入れたときの書体を決める

1 を押し、指を離してから を押します。 

2 を押して  初期フォントにし、 を押します。

3 を押して和文フォントを選び、 を押します。

4 を押してかな・英数フォントを選び、 を押します。

5 を押して一度電源を切り、再び を押して電源を入れ
ます。

6 文字入力の画面を表示させます。
文字を入力すると、指定したフォントで入ります。

 丸ゴシック

 英数フォント

● 「登録データ」や「前回データ」を選択し呼び出したデータ
を使う場合は、現在の書体ではなくそのデータの作成時の
書体が優先されます。

画面表示について

入力中の文字の書体を で示します。
• かな・英数フォントの指定で「和文と同じ」を選んだ場合に
は、 は1つだけ点灯します。

• かな・英数フォントの指定で、「手書き／ボンジュール／メ
ロディ／パレット／プロデュース」を選んだ場合には、 は
3つ点灯します（和文フォントとして指定した「明朝／角ゴ
シック／丸ゴシック」のうち1つと、「かなフォント」、「英
数フォント」が点灯します）。

• かな・英数フォントの指定で、「ステンシル／ポップ／ボー
ルドスクリプト／ブラックレター」を選んだ場合には、 は
2つ点灯します（和文フォントとして指定した「明朝／角ゴ
シック／丸ゴシック」のうち1つと、「英数フォント」が点
灯します）。このとき、ひらがな、カタカナは和文フォント
で指定したフォントになります。

• 英数書体は書体ごとに大きさ、バランスが設定されています
ので、混在させるとバランスが不釣り合いになることがあり
ます。

  明朝

  英数フォント
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印刷するときは行数（入力した行数または選んだフォーマット
の行数）とテープ幅によって微小フォントで印刷されます。こ
とき、画面右に「微小フォント」の が点灯します。

● 微小フォントには、次のような特徴があります。
• フォントの設定は無効です。（すべて同じフォントで印刷さ
れます）

• プロポーショナルの設定は無効です（「しない」になります）。
• 文字体または文字修飾を設定すると、きれいに印刷できない
ことがあります。

• 絵文字や外字の場合は、きれいに印刷できないことがありま
す。

  明朝

  微小フォント
 

文字を 上付・ 下付にする
文字を1/4の大きさにして、上に寄せたり（上付）下に寄せたり（下
付）することができます。

上付

下付

• 「インデックスラベル」、「インデックスカード」、一部の「ファイル
ラベル」では、上付、下付には変更できません。

ひらがな、カタカナ、アルファベット、数字、記号の一部が対
象になります。

［例］ 　　　　 　　 （下付）

1 文字を入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。
フリーラベル以外では手順 4 に進みます。

3 を押して、1/4角を選び、 を押します。

4 を押して　下付を選び、 を押します。

フリーラベル以外では手順 6 に進みます。

重要

文
字
を
上
付
・
下
付
に
す
る

書
体
（
フ
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5 を押して文字を選び、 を押します。
• 全文：すべての文字を上付・下付にするとき
• ブロック：ブロック単位で上付・下付にするとき
• 行：行単位で上付・下付にするとき
• 文字：文字単位で上付・下付にするとき

6 を押して、下付にする最初の文字にカーソルを
合わせ、 を押します。

7 を押して、下付にする最後の文字にカーソルを
合わせ、 を押します。

指定した文字が1／4の大きさになり、
下に寄せられます。

• 文字を元に戻すときは、手順 4 で「□全角」を選びます。

1 文字を入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。

• 「文字修飾」が指定できない機能やフォーマットの場合には、
手順 4 に進みます。

3 を押して 文字体を選び、 を押します。

 文字を目立たせる
文字を「 太字」「 白抜」「 影付」「 立体」にして目立たせることができま
す（ 文字体）。
• 絵文字・外字は、文字体の指定ができません。

 標準  太字
 

 
 白抜 影付

 立体
文
字
を
目
立
た
せ
る

文
字
を
上
付
・
下
付
に
す
る
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4 を押して文字体の種類を選び、 を押します。

• A 標準を選ぶと、指定済みの文字体を通常の文字に戻すことが
できます。

5 を押して設定の範囲を選び、 を押します。

• 全文：フォーマット単位で設定されます。
• ブロック：ブロック単位で設定されます。
• 行：項目単位で設定されます。
• 文字：文字単位で設定されます。

• フリーラベル以外では、「ブロック」「文字」は選べません。

フリーラベルで「全文」の範囲指定を
選択したときは、 を押します。設
定後、文字入力の画面に戻ります。

フリーラベルで「全文」以外の範囲指
定を選択したときは、右のような範囲
指定の画面が表示されます。手順 6、7
で範囲を指定します。

6 を押して、文字体を変える最初の文字にカーソ
ルを合わせ、 を押します。

7 を押して、文字体を変える最後の文字にカーソ
ルを合わせ、 を押します。

• 設定後、文字入力の画面に戻ります。

画面上の「A」（太字）・「 」（白抜）・「 」（影付）・「 」（立体）
に▲が付きます。
標準の場合は何も付きません。
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文字に飾りを付ける
フリーラベルでは、文字に網を掛けることや、下線や枠を付けること
ができます。
また、用途別ラベルでは、フォーマットにより枠を付けることができ
ます。

 網　掛  下　線  枠付（文字） 枠付（詳細）

文字修飾を指定する

1 文字を入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。

3 を押して 文字修飾を選び、 を押します。

• 用途別ラベルの文字修飾が指定できる
フォーマットでは、「枠付」の「あり」
「なし」を選ぶ画面が表示されます。

で「あり」「なし」を選んで、
を押すと文字修飾が指定できます。

4 を押して文字修飾の種類を選び、 を押します。

• 取消しを選ぶと、指定済みの文字修飾を取り消すことができます。
（75ページ）

5 を押して文字修飾する部分を指定し、 を押
します。

• ブロック：ブロック単位で指定するとき
• 行：行単位で指定するとき
• 文字：1文字ずつ指定するとき

例　

• 詳細：文字のかたまりに指定するとき
例　

6 を押して、文字修飾する最初の文字にカーソル
を合わせ、 を押します。

7 を押して、文字修飾を指定する最後の文字に
カーソルを合わせ、 を押します。

• 設定後、文字入力の画面に戻ります。

こんな文字修飾もできます
網掛、下線、枠付の飾りを重ねて付けることもできます。1つ
の飾りを付けたあとに、別の飾りを重ねて付けます。

 網掛＋枠付（詳細） 網掛＋下線 網掛＋下線＋枠付（文字）
• 文字の大きさによっては、枠付と下線を重ねると、枠と下線
が重なって印刷されることがあります。
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  文字修飾を取り消す

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して文字修飾を選び、 を押します。

3 を押して取消しにし、 を押します。
複数の文字修飾を指定しているときに一つの文字修飾だけを取り
消したいときは、 を押して取り消したい文字修飾
を選び、 を押します。

4 を押して文字修飾を取り消したい部分を指定
し、 を押します。

5 を押して、文字修飾を取り消したい最初の文字
にカーソルを合わせ、 を押します。

6 を押して、文字修飾を取り消したい最後の文字
にカーソルを合わせ、 を押します。
複数の文字修飾を指定しているときに一つの文字修飾だけを取り
消したいときは、ここで の代わりに を押します。

 入力した文字を コピーする・
貼り付ける（コピー・ペースト）
文字をコピーし、呼び出して挿入することができます。
• 入力できる文字種に制限があるなど、一部の特殊な入力状態では、
お使いになれません。

 文字をコピーする

1 文字を入力します。

2 を押し、指を離してから を押します。

3 を押して、コピーする最初の文字にカーソルを
合わせ、 を押します。

4 を押して、コピーする最後の文字にカーソルを
合わせ、 を押します。

「コピー完了」と表示された後、文字入力画面に戻ります。

• コピーできる文字数は、49文字までです。それ以上のときは、
先頭から49文字までコピーし、残りの文字はコピーされませ
ん。

• コピーは9個まで取り込むことができます。10個目をコピー
したときは、古い順にコピーした内容がなくなります。

• コピーした内容に、倍率マーク、改行マーク、ブロックマーク
が含まれる場合、空白に置き換わります。

• 1/4 角の文字は全角に置き換わります。

入
力
し
た
文
字
を
コ
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す
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 コピーした文字を貼り付ける（ ペースト）

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して貼り付ける内容を選び、 を押します。

指定した文字が貼り付けられます。

• 項目に入力できる最大文字数を超え
るときは、超過した文字は貼り付け
られず、「文字数オーバー　ペース
トできなかった文字があります」と
表示されます。

 オリジナルの文字（  外字）を作る
や などのように、本機にない文字や記号を自分で作ることができ

ます（外字）。4つまで本機の中に登録（記憶）しておくことができます。
外字では、文字体の指定は無効です。

外字を作る方法には、次の2つがあります。
• はじめから自分で作る（新規作成）

… まったくオリジナルな外字を作るとき
• 本機の中にある文字を利用して作る（参照作成）

… や のように、既存の文字が利用できるとき

はじめから自分で作る（新規作成）

［例］ 

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して作成を選び、 を押します。

3 を押して新規作成を選び、 を押します。

• 手順 1 でカーソルの位置に文字がなかった場合は、外字作成画
面（手順 4 の画面）になります。そのまま手順 4 からはじめて
ください。

オ
リ
ジ
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• 斜め方向に連続して塗りつぶしたり消したりすることはできま
せん。斜め方向に塗りつぶしたり消したりするときは、１つの
点ごとに操作してください。

• 外字作成画面で （黒）または （白）のどちらかが指定さ
れているときは、 （連続）を押すたびに連続入力を「する /
しない」が切り替えられます。

連続になっていない場合は、 、 でカーソル
を画面の左右の端へ、 、 でカーソルを上下の
端へ、それぞれ移動することができます。

カーソルを移動させるときは

点を１つ塗りつぶすときは

点を１つ消すときは

線を描くときは

線を消すときは

を押してカーソルを移
動します。
カーソルを目的の位置まで移動し、

（黒）を押します。
塗りつぶされている点までカーソルを
移動し、 （白）を押します。

（黒）を押し、指を離してから
（連続）と押し、黒 連続にして、

カーソルを移動します。カーソルの移
動に合わせて、線が描かれます。

（白）を押し、指を離してから
（連続）と押し、白 連続にして、

カーソルを移動します。カーソルの移
動に合わせて、線が消されます。

 4 外字作成画面で外字を作成します。• 外字作成画面

スケール
↓

スケール
↓

カーソル 5 外字が完成したら、 を押します。

6 を押して登録する場所を番号で選び、 を押
します。
「よろしいですか ?」と表示されます。
• 登録されている外字を消していい場合はそのまま を押しま
す。消したくない場合は、 を押して、登録番号を選び直
します。

7 を押します。

本機にある文字を利用して作る（参照作成）
文字の他に、記号や絵文字も利用することができます。（記号→90ページ、
絵文字→91ページ）

［例］ 　 　

1 「高」を入力します。

2 を押して、「 」にカーソルを合わせます。

3 を押し、指を離してから を押します。

4 を押して作成を選び、 を押します。

登録番号

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
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外
字
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を
作
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5 を押して参照作成を選び、 を押します。

外字作成画面に「高」が表示されます。

6 77ページの手順4からの操作をして、外字の作成と登録をしま
す。

すでに作ってある外字を修正する

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して修正を選び、 を押します。

3 を押して修正する外字を選び、 を押します。
外字作成画面に、選んだ外字が表示されます。

4 77ページの手順4からの操作をして、外字の修正と登録をしま
す。

外字を使う

1 外字を入れたい位置にカーソルを合わせます。

2 を押し、指を離してから を押します。

3 を押して呼出しを選び、 を押します。

4 を押して呼び出す外字を選び、 を押します。

• 呼び出した外字を削除するときは、通常の文字と同じ方法で消
します。

登録した外字を削除する

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して削除を選び、 を押します。

3 を押して削除する外字を選び、 を押します。
「よろしいですか？」と表示されます。

4 を押します。
選んだ外字が削除されます。

外字を文章中で使っていたときに、登録元の外字を削除すると、
文章中の外字が入っていた位置は空白で印刷されます。

外字マーク
外字が入力されていることを示します

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
字
（
外
字
）
を
作
る
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よく使う語句を辞書に登録する
（  ユーザー辞書）
日常よく使う専門用語などを「読み」とともに登録しておくと、「読み」
を入力するだけで変換できるようになります。また、慣用句などを短
い「読み」で登録しておけば、文字が簡単に入力できて便利です。
最大10文字の語句を30件まで登録できます。
 ユーザー辞書は、電源を入れた直後の画面のときに登録できます。

語句を登録する
［例］秋葉原（あきば）

1 電源を入れた直後の画面で、 を押し、指を離してから
を押します。

2 を押してユーザー辞書を選び、 を押します。
登録されている件数が表示されます。

3 を押して登録を選び、 を押します。

4 読みを入力します。ここでは「あきば」と入力します。
• 読みに入力できる文字はひらがなと長音のみ、最大8文字まで
です。

5 を押します。
語句の入力画面が表示されます。

6 語句を入力します。ここでは「秋葉原」と入力します。

• 語句に入力できる文字は外字を含む
すべての文字種で、最大10文字ま
でです。

7 を押すと、「よろしいですか？」と表示されるので、もう
1度 を押します。
「登録完了」と表示されて、手順 1 を操作する前の画面に戻ります。

• 語句は最大30件まで登録できます。

登録した語句を修正する

1 電源を入れた直後の画面で、 を押し、指を離してから
 を押します。

2 を押してユーザー辞書を選び、 を押します。

3 を押して修正を選び、 を押します。

4 を押して修正したい語句を選び、 を押します。

5 読みを修正して、 を押します。
語句の修正画面が表示されます。

よ
く
使
う
語
句
を
辞
書
に
登
録
す
る
（
ユ
ー
ザ
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辞
書
）
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6 語句を修正して、 を押します。
「よろしいですか？」と表示されます。

7 を押します。
「登録完了」と表示されて、手順 1 を操作する前の画面に戻ります。

登録した語句を削除する

1 「語句を登録する」の手順 3で削除を選び、 を押します。

2 で削除する語句を選んで、 を押します。

3 を押します。
「削除完了」と表示されて、「語句を登録する」の手順 1 を操作す
る前の画面に戻ります。よ

く
使
う
語
句
を
辞
書
に
登
録
す
る
（
ユ
ー
ザ
ー
辞
書
）
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設定を変える
文字の入力方法や画面の明るさなどの設定を使いやすいように変更す
ることができます。

設定できる項目
電源を入れて最初に を押し、指を離して

から を押すと、右の画面が表示されます。

で設定したい項目を選んで画面を切
り替え、設定を変更します。

• 電源を入れた直後以外の画面では、一部の項目が画面に表示されな
いことがあります。

  ブザー音を消したい
電源を入れたときやキー操作を間違ったときに鳴る「ピッ」というブ
ザー音を消すことができます。

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して入力設定を選び、 を押します。

3 を押してブザー音なしを選び、 を押します。

• ブザー音を鳴らしたいときは、ブザー音ありにします。

 画面の明るさを変えたい
画面の明るさ（コントラスト）を調整することができます。

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して  輝度調整を選び、 を押します。

3 を押して画面の明るさを調整し、 を押します。

を押すごとに淡く、 を押すご
とに濃くなります。

文字の入力方法や画面の明
るさなど、本機を操作するた
めの設定方法について説明
します。

入力設定

輝度調整
印刷濃度
初期フォント
変換学習の初期化
予測変換

ユーザー辞書

文字の入力方法を決める 
ブザー音を鳴らす /鳴らさない
を決める
画面の濃淡を調整する
印刷の濃さを調整する
入力文字の最初の書体を決める
変換学習した情報を初期化する
予測変換の機能を使うかどうか
を決める
「読み」と「語句」の組み合わ
せを登録して、熟語変換の候補
として表示させる

66
81

81
82
70
82
82

79

挿入 /上書き
 ブザー音　あり /なし

 設定項目 内容 ページ

 設定編
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 印刷の濃さを変えたい
印刷された文字が薄かったり、濃かったりしたときは、お好きな濃さ
に変えることができます。

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して 印刷濃度を選び、 を押します。

3 を押して濃さを設定し、 を押します。

1 にすると1番薄く印刷され、 5に
すると1番濃く印刷されます。

•  印刷の濃さの設定を変更しても、使用環境や使用状況が変わら
ない場合は、実際に印刷される濃度が変わらないことがありま
す。

  変換学習した情報を初期化したい
学習機能によって記憶されている変換の情報を初期化して、ご購入後
の状態に戻します。

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して  変換学習の初期化を選び、 を押します。

3 を押します。
記憶されている情報が初期化され、「初期化完了」と表示されます。
• 初期化をとりやめるときは を押してください。

   予測変換しないように設定したい
入力した文字から変換候補を予測する予測変換の機能を使わないよう
に設定できます。

1 を押し、指を離してから を押します。

2 を押して予測変換を選び、 を押します。

3 を押してしないを選び、 を押します。
•  「する」を選んで を押すと、予測変換の機能を使う設定に
戻ります。
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 お手入れの方法
 プリンターヘッドや ゴムローラーが汚れていると、ラベルをきれいに
印刷できません。次の手順に従って、プリンターヘッドやゴムローラー
を掃除してください。

綿棒できれいにする
•  プリンターヘッドやゴムローラーのお手入れは、綿棒など
の柔らかいものをお使いください。また、綿棒は極細タイ
プをおすすめします。

1 収納部オープンボタンを押して、テープアダプター収納部のカバーを開けます。

• テープアダプターが装着されているときは、テープアダプターを
取り出します。

•  印刷中や印刷直後は、プリンターヘッドが熱くなるため、
十分に時間をおいてから、テープアダプターを取り外して
ください。

2 アルコールを浸した綿棒でプリンターヘッド、ゴムローラーの表面を拭きます。
ローラーとヘッドが接触する部
分を重点的に拭いてください。

重要

重要

プリンター
 ヘッド

ゴム
ローラー

逆側から見た
図です。

• ゴムローラーは、 を押し、指を離してから を押すと回
転します。

• 市販のカセットテープレコーダー用のヘッド クリーニングキッ
トもご使用になれます。

本体もお手入れしましょう
柔らかい布を水に浸してから固くしぼって、本体を拭いてくだ
さい。
本体を傷付けるので、ベンジン、アルコールやシンナーなどの
揮発性のものは使わないでください。

お
手
入
れ
の
方
法

付　録
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 こんなときは
（ トラブルシューティング）
本機がうまく動かないときには、次の対処方法に従ってトラブルを解
決してください。次の対処方法で解決できないトラブルは、故障して
いる可能性もありますので、「修理に関するお問合せ先」、もしくはお
買い上げ店、最寄りの本機取扱店にご相談ください。

症状 原因と対処

● を押しても何
も表示されない

•  画面の明るさが適切でない
 画面の明るさの設定を調整してください。

 （81ページ）

•  ACアダプターがきちんと接続されていない
 ACアダプターを正しく接続してください。

 （9ページ）

•  指定以外のAC アダプターを使用している
 指定のACアダプターをご使用ください。

● 正しく終了するが何
も印刷されない

•  「空白」だけが入力されている
 印刷したい文章を入力してください。

● 印刷が不鮮明になった
● 印刷がきれいにでき
ない

● 印刷が薄い

•  プリンターヘッドやゴムローラーに、汚れ、
ゴミ、異物が付着している
 クリーニングをしてください。

 （83ページ）

•  テープアダプターが正しくセットされていな
い
 正しくセットし直してください。

•  指定以外のAC アダプターを使用している
 指定のACアダプターをご使用ください。

•  印刷濃度が適切でない
 印刷濃度を調節してください。

 （82ページ）

症状 原因と対処
● 印刷されない
● 印刷中に電源が切れる

•  指定以外のAC アダプターを使用している
 指定のACアダプターをご使用ください。

•  プリンターヘッドが高温になっている
 しばらく時間をおいてからお使いください。

● 文字が入力できない •  を押した状態になっている
 を押して、文字が入力できる画面にし
ます。

● 目的の漢字に正しく
変換されない

•  正しい「読み」が入力されていない
 正しい「読み」を入力してください。特に、
拗音（「しょう」の「ょ」など）や促音（「がっ
き」の「っ」など）の入力には注意しましょう。

•  入力できる文字の種類が自分の思っている種
類と違っている
 を押して変更してください。

 （58ページ）

● な どの機能
キーを押しても画面
が変わらない

•  入力中の文章が確定していない
 ひらがなや漢字は必ず確定してください。

 入力中の文章が確定していないと、他の機能
が使えません。

こ
ん
な
と
き
は
（
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
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グ
）
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症状 原因と対処
● を押してもテー
プが出てこない

•  テープアダプター収納部のカバーがしっかり
と閉まっていない
 カバーをしっかり閉めてください。

 （13 ページ）

•  テープが終了している
 新しいテープ（別売）に交換してください。
（14ページ）

•  テープが詰まっている
 下図のようにローラーカバーをはずし、テー
プアダプターを取り出して、詰まったテープ
を指で引き出します。引き出したテープはハ
サミなどでカットしてください。

 そのあと、正しくセットし直します。
 （12 ページ）
 ローラーカバーをセットする際は、右側にあ
る突起を本体に差し込んでから取り付けるよ
うにしてください。

 ローラー
カバー

 印刷中に、次のようなことはしないでく
ださい。
• テープ出口をふさぐ
• 出てくるテープに触る
• テープアダプター収納部のカバーを開
ける

• 電源を切る

重要

症状 原因と対処
● を押してもテー
プが出てこない（続き）

•  指定以外のAC アダプターを使用している
 指定のACアダプターをご使用ください。

●テープが切れない •  テープカッターが摩耗している
 「修理に関するお問合せ先」に連絡して交換
してください。（107ページ）

•  テープ出口にテープが詰まっている
 電源を切って、テープアダプターを取り出し、
詰まったラベルを取り除いてください。

•  カットモードを「カットしない」に設定している
 「カットしない」以外に設定してください。

 （21ページ）

•  ラベルの長さが短い（「余白小」や「余白極小」
のときで約29mm以下）
 印刷終了後、ハサミなどでカットしてください。

● ハーフカットができ
ない

•  ハーフカッターが摩耗している
 「修理に関するお問合せ先」に連絡して交換
してください。（107ページ）

•  カットモードを「フルカットのみ」「カット
しない」に設定している
 カットモードを「通常」に設定してください。
（21ページ）

•  ラベルの長さが短い（「余白小」や「余白極小」
のときで約29mm以下）
 印刷終了後、ハサミなどでカットしてください。

●ラベルが貼れない •  台紙をはがしていない
 台紙をはがしてから貼ってください。

 （19 ページ）

•  貼る場所やものが適していない
 表面がざらざらしているもの、水や油が付い
ているもの、汚れているものなどには貼れま
せん。（19 ページ）

こ
ん
な
と
き
は
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 エラーメッセージ一覧
メッセージ 原因と対処 参 照

ページ

印刷準備中
（印刷中に表示され、印
刷が止まっている）

• 繰り返して印刷したときなど、プリ
ンター部分に熱がこもった場合
 そのままの状態で、しばらくお待ち
ください。

 プリンター部分が通常の温度に戻る
と、印刷が始まります。

－

上記の対処をしても「印刷準備中」の
ままで、印刷できないような場合は、
お買い上げの販売店または「修理に関
するお問合せ先」にお問い合わせくだ
さい。

107

同じデータがあります • ユーザー辞書の登録で、全く同じデー
タがすでに登録されている場合
 を押して登録を終了してくだ
さい。

79

同じ登録名があります • 入力した登録名がすでに登録されて
いるものと重複している場合
 登録名を入力し直してください。

56

行数オーバー
印刷できません

• 印刷できる行数を超えて印刷しよう
とした場合
 行数を減らすか、テープ幅を変えて
ください。

39、
97

行数オーバー
フレーム付きで印刷で
きません

• フレーム印刷できる行数を超えて印
刷しようとした場合
 行数を減らすか、テープ幅を変えて
ください。

54

作成中の内容が失われ
ますがよろしいです
か？
実行 /取消し

• 文章を消して操作を進める場合
 を押してください。

• 文章を消したくない場合
 を押してからその文章を登録
してください。

56

メッセージ 原因と対処 参 照
ページ

 指定したテープ長より
長くなりますがよろし
いですか？
実行 /取消し

• 印刷する場合
 を押してください。

• 印刷しない場合
 を押し、「文字数を減らす」、
「テープ長を指定し直す」、または書
式内で「テープ長を自動にする」な
どの操作をしてください。

46

数字を入力してください • ナンバリング印刷で、何も入力しな
いで印刷しようとした場合
 数字を入力してください

36

前回正しく終了されな
かった可能性があります

• 前回、電源が入っているときや「し
ばらくお待ちください」と表示され
ているときに、ＡＣアダプターを取
り外すなどして正常に終了できな
かった場合
 登録内容の一部が消去されています。
何かキーを押すと、その部分が初期
化されます。

8、
9

テープエラー
テープアダプターが不
適当です

• テープアダプター収納部のカバーが
しっかりと閉まっていない場合
 カバーをしっかりと閉めてください。

• 印刷または呼び出ししようとしてい
るものに対して、テープアダプター
が不適当な場合
 電源を切って、テープアダプターを
交換してください。

• 電源が入っているときにテープアダ
プターを交換した場合
 電源を切って、テープアダプターを
交換してください。

12、
14

エ
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メッセージ 原因と対処 参 照
ページ

テープエラー
テープアダプターを装
着してください

• テープアダプターが装着されていな
い。または、装着方法が誤っている
場合
 テープアダプターを正しく装着して
ください。

12

登録データがありません • 登録データの呼出しや削除、またはユー
ザー辞書の修正や削除で、データが１
つも登録されていない場合
 データを登録してください

56、
79

 長さオーバー
印刷できません

• 印刷できるテープの長さを超えて印
刷しようとした場合
 テープの長さを短くする、または印
刷枚数を減らしてください。

18、
21、
45

 長さが短すぎてカット
できませんがよろしい
ですか？
実行 /取消し

印刷時に先頭のハーフカット部分の
カットができない場合、または、1枚
ごとのカットができない場合
• 印刷する場合
 を押してください。印刷が終わっ
たら、 を押し、指を離してから

を押してテープ送りをしたあと、
ハサミなどで切ってください。

21、
44

メッセージ 原因と対処 参 照
ページ

プリントエラ－
テープアダプターを確
認してください

• 印刷中に、テ－プが詰まった場合
 電源を切って、下図のようにローラー
カバーをはずし、テープアダプター
を取り出し、詰まったテ－プを取り
除いてください。

 ローラーカバーをセットする際は、
右側にある突起を本体に差し込んで
から取り付けるようにしてください。

 ローラー
カバー

• オートテープカッターに異物がはさ
まった場合
 電源を切って、テープアダプターを
取り出し、オートテープカッターに
はさまった異物を取り除いてくださ
い。

14

• ゴムローラーに「ゴミ」や「テープ
の切れかす」などの異物が付着した
場合
 ゴムローラーに付着した異物を取り
除き、ゴムローラーをクリーニング
してください。

• テープアダプター収納部にあるセン
サーに「テープの切れかす」などの
異物が付着した場合
 テープアダプター収納部から「テー
プの切れかす」などの異物を取り除
いてください。

83
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メッセージ 原因と対処 参 照
ページ

プリントエラ－
テープアダプターを確
認してください
（続き）

上記の対処をしても、メッセージが表
示される場合は、お買い上げの販売店
または「修理に関するお問合せ先」に
お問い合わせください。

107

ブロック数オーバー • 16 個目のブロックマークを入力し
ようとした場合
 文章のブロック数を減らしてくださ
い（不要なブロックマークを削除し
てください）。

40

無効な文字があります • ユーザー辞書登録（熟語変換）の読
み入力で、ひらがな、長音以外の文
字が含まれていた場合または先頭の
文字が適切でない（長音、拗音、促
音など）場合
 正しい文字を入力し直してください。

79

メモリーオーバー
登録できません

• メモリーの容量が足りず登録できな
い場合
 登録してあるデータをどれか消して
から再登録してください。

56

メモリーオーバー
作成後に登録できません
実行 /取消し

• 登録のためのメモリー容量が一杯に
なった状態で作成しようとした場合
 印刷はしたいが、登録しない場合は、

を押して操作を続けてくださ
い。登録をする場合は、不要な登録
文章を削除してから操作してくださ
い。

56

メッセージ 原因と対処 参 照
ページ

文字が入力されていま
せん

• 文字を入れないで次の操作に進もう
とした場合
 文字を入力してから次の操作をして
ください。

18

• インデックスラベルやインデックス
カードで、未入力の項目のみを印刷
または印刷プレビューしようとした
場合
 入力してある項目を選択してくださ
い。

28

文字数オーバー
コピーできなかった文
字があります

• 49 文字を超えてコピーしようとし
た場合
 文字数を減らしてください。

75

文字数オーバー
ペーストできなかった
文字があります

• コピーした文字を貼り付けると、総
文字数が項目の最大文字数を超えて
しまう場合
 貼り付ける文字を含めた総文字数が、
項目の最大文字数を超えないように
入力し直してください。

76エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧
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  ローマ字入力一覧
ローマ字入力するときの、綴り方の一覧表です。

あ行 あ い う え お
A I U E O

か行 か き く け こ
KA
CA

KI KU
CU
QU

KE KO
CO

が行 が ぎ ぐ げ ご
GA GI GU GE GO

さ行 さ し す せ そ
SA SI

SHI
SU SE SO

ざ行 ざ じ ず ぜ ぞ
ZA ZI

JI
ZU ZE ZO

た行 た ち つ て と
TA TI

CHI
TU
TSU

TE TO

だ行 だ ぢ づ で ど
DA DI DU DE DO

な行 な に ぬ ね の
NA NI NU NE NO

は行 は ひ ふ へ ほ
HA HI HU

FU
HE HO

ば行 ば び ぶ べ ぼ
BA BI BU BE BO

ぱ行 ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
PA PI PU PE PO

ま行 ま み む め も
MA MI MU ME MO

や行 や ゆ いぇ よ
YA YU YE YO

ら行 ら り る れ ろ
RA
LA

RI
LI

RU
LU

RE
LE

RO
LO

わ行 わ ゐ う ゑ を
WA WI WU WE WO

ん行 ん
NN，N＋子音
MP＋母音、MB＋母音

つぁ行 つぁ つぃ つぇ つぉ
TSA TSI TSE TSO

てゃ行 てゃ てぃ てゅ てぇ てょ
THA THI THU THE THO

でゃ行 でゃ でぃ でゅ でぇ でょ
DHA DHI DHU DHE DHO

とぅ とぅ
TWU

どぅ どぅ
DWU

にゃ行 にゃ にぃ にゅ にぇ にょ
NYA NYI NYU NYE NYO

ひゃ行 ひゃ ひぃ ひゅ ひぇ ひょ
HYA HYI HYU HYE HYO

びゃ行 びゃ びぃ びゅ びぇ びょ
BYA BYI BYU BYE BYO

ぴゃ行 ぴゃ ぴぃ ぴゅ ぴぇ ぴょ
PYA PYI PYU PYE PYO

ふぁ行 ふぁ ふぃ ふぇ ふぉ
FA FI FE FO

ふゃ行 ふゃ ふぃ ふゅ ふぇ ふょ
FYA FYI FYU FYE FYO

ぶゃ行 ぶゃ ぶぃ ぶゅ ぶぇ ぶょ
VYA VYI VYU VYE VYO

みゃ行 みゃ みぃ みゅ みぇ みょ
MYA MYI MYU MYE MYO

りゃ行 りゃ りぃ りゅ りぇ りょ
RYA
LYA

RYI
LYI

RYU
LYU

RYE
LYE

RYO
LYO

ぶぁ行
ヴァ行

ぶぁ
ヴァ

ぶぃ
ヴィ

ぶ
ヴ

ぶぇ
ヴェ

ぶぉ
ヴォ

VA VI VU VE VO

• カタカナを入力する場合は、
を何回か押して、画面左上

に「Ｒカナ」表示させてから入
力してください。

小文字（拗音・促音）
ぁ
XA

+A

ぃ
XI

+I

ぅ
XU

+U

ぇ
XE

+E

ぉ
XO

+O
ゃ

XYA
Y A

ゅ
XYU

Y U

ょ
XYO

Y O

ゎ
XWA

W A

っ
XTU、XTSU、LTU

T U、TS U

ヵ
XKA

K A

ヶ
XKE

K E

• N 以外の子音を2度入力しても「っ」や「ッ」になります。

ロ
ー
マ
字
入
力
一
覧

きゃ行 きゃ きぃ きゅ きぇ きょ
KYA KYI KYU KYE KYO

ぎゃ行 ぎゃ ぎぃ ぎゅ ぎぇ ぎょ
GYA GYI GYU GYE GYO

くぁ行 くぁ くぃ くぇ くぉ
QA QI QE QO

くゎ行 くゎ くぃ くぅ くぇ くぉ
KWA
QWA

KWI KWU KWE KWO

ぐゎ行 ぐゎ ぐぃ ぐぅ ぐぇ ぐぉ
GWA GWI GWU GWE GWO

しゃ行 しゃ しゅ しぇ しょ
SYA
SHA

SYU
SHU

SYE
SHE

SYO
SHO

じゃ行 じゃ じぃ じゅ じぇ じょ
ZYA
JA
JYA

ZYI

JYI

ZYU
JU
JYU

ZYE
JE
JYE

ZYO
JO
JYO

ちゃ行 ちゃ ちぃ ちゅ ちぇ ちょ
TYA
CYA
CHA

TYI
CYI

TYU
CYU
CHU

TYE
CYE
CHE

TYO
CYO
CHO

ぢゃ行 ぢゃ ぢぃ ぢゅ ぢぇ ぢょ
DYA DYI DYU DYE DYO
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記
号
・
絵
文
字
一
覧

  記号・絵文字一覧

●記述・カッコ

●学術

●一般

●単位・略

 記　号

●数字

●診療科目

●ギリシア・ロシア

記　号
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  絵文字
●オフィス

●スケジュール

●天気

●注意

●案内

●店

絵文字
●食べ物

●暮らし

●乗り物

●季節

●ビデオ

記
号
・
絵
文
字
一
覧
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 絵文字
●オーディオ

●おもしろ

●趣味

●スポーツ

●人物

●生き物

●干支

記
号
・
絵
文
字
一
覧

絵文字
●星座

●公共

●全部
「オフィス」から「公共」までの絵文字すべてが入ります。表示さ
れる順番は多少変わります。
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  フレーム一覧

フ
レ
ー
ム
一
覧
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 用途別ラベルフォーマット一覧
お使いになるテープアダプターの幅によって、フォーマットの表示が
異なることがあります（入力項目が異なることはありません）。

用
途
別
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
一
覧

用途 規格 方向 番号 フォーマット 入力項目 印刷可能テープ幅
18 12 9 6

名
前
（
18
種
類
）

一般
（65㎜長）

横 大1 こうもく、なまえ

○ ○ ○ －横 大2 なまえ、こうもく

横 大3 なまえ、
こうもく1～2

一般
（45㎜長）

横 小1 こうもく、なまえ

○ ○ ○ －横 小2 なまえ、こうもく

横 小3 なまえ、
こうもく1～2

子供
（80㎜長）

横 大1 ねん・くみ、
なまえ

○ ○ ○ －
横 大2 ねん・くみ、

なまえ

横 大3 がっこう、ねん・
くみ、なまえ

横 大4 がっこう、ねん・
くみ、なまえ

子供
（50㎜長）

横 小1 ねん・くみ、
なまえ

○ ○ ○ －
横 小2 ねん・くみ、

なまえ

横 小3 がっこう、ねん・
くみ、なまえ

横 小4 がっこう、ねん・
くみ、なまえ

用途 規格 方向 番号 フォーマット 入力項目 印刷可能テープ幅
18 12 9 6

名
前
（
18
種
類
）

ふりがな
付
（80㎜長）

横 大1 ふりがな、なまえ
○ ○ ○ －

横 大2 ねん・くみ、
ふりがな、なまえ

ふりがな
付
（50㎜長）

横 小1 ふりがな、なまえ
○ ○ ○ －

横 小2 ねん・くみ、
ふりがな、なまえ

Ｃ
Ｄ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
６
種
類
）

CD/DVD
（114㎜長）

横 1 タイトル

○ ○ ○ －
横 2 タイトル、

コメント

横 3 タイトル、
コメント1～2

横 4 タイトル1～3

CD/DVD背
（114㎜長）

横 1 タイトル
－ － － ○

横 2 タイトル、
コメント

備
品
管
理
（
６
種
類
）

備品
（70㎜長）

横 1 こうもく1～3、
ないよう1～3

○ ○ ○ －
横 2 こうもく1～2、

ないよう1～2

校正
（45㎜長）

横 大1 こうもく、
きげん

○ ○ ○ －
横 大2 こうもく、

きげん、じっし

校正
（35㎜長）

横 小1 こうもく、
きげん

○ ○ ○ －
横 小2 こうもく、

きげん、じっし
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用途 規格 方向 番号 フォーマット 入力項目 印刷可能テープ幅
18 12 9 6

送
付
（
19
種
類
）

封筒
（210㎜長）

縦 大1 なまえ

○ ○ ○ －縦 大2 じゅうしょ、
なまえ

縦 大3 じゅうしょ、
なまえ

封筒
（140㎜長）

縦 小1 なまえ

○ ○ ○ －縦 小2 じゅうしょ、
なまえ

縦 小3 じゅうしょ、
なまえ

はがき
（90㎜長）

縦 1 なまえ

○ ○ ○ －縦 2 じゅうしょ、
なまえ

縦 3 じゅうしょ1、じゅうしょ2、
なまえ

差出人
（65㎜長）

縦 大1 じゅうしょ、
なまえ

○ ○ ○ －
縦 大2 じゅうしょ1、じゅうしょ2、

なまえ

差出人
（45㎜長）

縦 小1 じゅうしょ、
なまえ

○ ○ ○ －
縦 小2 じゅうしょ1、じゅうしょ2、

なまえ

用途 規格 方向 番号 フォーマット 入力項目 印刷可能テープ幅
18 12 9 6

送
付
（
19
種
類
）

のし紙
（95㎜長）

縦 大1 こうもく

○ ○ ○ －縦 大2 こうもく1～2

縦 大3 こうもく1、
こうもく2

のし紙
（65㎜長）

縦 小1 こうもく

○ ○ ○ －縦 小2 こうもく1～2

縦 小3 こうもく1、
こうもく2

値
札
（
10
種
類
）

総額のみ
（70㎜長）

横 大1 コメント、
ねだん

○ ○ ○ －横 大2 ひんもく、
ねだん

横 大3 ひんもく1～2、
ねだん

総額のみ
（50㎜長）

横 小1 コメント、
ねだん

○ ○ ○ －横 小2 ひんもく、
ねだん

横 小3 ひんもく1～2、
ねだん

本体併記
（70㎜長）

横 大1 ぜいこみ、
ほんたい

○ ○ ○ －
横 大2 ひんもく、ぜいこみ、

ほんたい

本体併記
（50㎜長）

横 小1 ぜいこみ、
ほんたい

○ ○ ○ －
横 小2 ひんもく、ぜいこみ、

ほんたい
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 ファイルラベルフォーマット一覧
フォーマット名 フォーマット フォーマット名 フォーマット フォーマット名 フォーマット

フォーマット１ フォーマット10 フォーマット19

フォーマット２ フォーマット11 フォーマット20

フォーマット３ フォーマット12 フォーマット21

フォーマット４ フォーマット13 フォーマット22

フォーマット５ フォーマット14 フォーマット23

フォーマット６ フォーマット15 フォーマット24

フォーマット７ フォーマット16 フォーマット25

フォーマット８ フォーマット17

フォーマット９ フォーマット18

• フォーマット１～１２は、１２ｍｍと１８ｍｍ幅テープで使用できます。
• フォーマット１３～２５は、１８ｍｍ幅テープでのみ使用できます。印刷は縦書きのみで、「もじ」エリアに入力した文字は以下のよう
に印刷されます。

 

フ
ァ
イ
ル
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
一
覧

［印刷例］

････
「もじ」エリア
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ナンバリングフォーマット一覧

  テープ幅と行数・倍率一覧
 印刷可能行数や最大“縦”倍率は、ご使用になるテープの幅やフォーマッ
トによって異なります。

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
一
覧
／
テ
ー
プ
幅
と
行
数
・
倍
率
一
覧
／

各
機
能
に
お
け
る
使
用
可
能
テ
ー
プ
幅
一
覧

各機能における 使用可能テープ幅一覧

※使用可能なテープ幅はフォーマットによって異なります。詳しくは、
用途別ラベルフォーマット一覧（94ページ）をご覧ください。

用途 規格 方向 番号 フォーマット 入力項目 印刷可能テープ幅
18 12 9 6

横 1 ナンバー

○ ○ ○ ○

横 2
コメント、
ナンバー

横 3
ナンバー、
コメント

横 4
コメント1、ナンバー、
コメント2

横 5
コメント、
ナンバー

横 6
ナンバー、
コメント

6mm 9mm 12mm 18mm
取扱説明書
参照ページ

最大印刷
可能行数

標準フォント 1行 ２行 2行 4行 39ページ
53ページ
71ページ微小フォント 2行 3行 5行 8行

最大“縦”倍率 標準フォント 1倍 2倍 3倍 5倍 50ページ

複数行のときの
縦倍率の合計

標準フォント ̶ ２まで 2まで 4まで 39ページ
50ページ
53ページ
71ページ微小フォント 2まで 3まで 5まで 8まで

6mm 9mm 12mm 18mm
フリーラベル ○ ○ ○ ○
フレーム ○ ○ ○ ○
ファイルラベル × × ○ ○
インデックスラベル ○ ○ × ×
インデックスカード × ○ × ×
用途別ラベル※ ○ ○ ○ ○
ナンバリング印刷 ○ ○ ○ ○
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 内蔵漢字一覧
99、100ページにはＪＩＳ第1水準の漢字を、101、102ページにはＪＩＳ
第2水準の漢字を一覧表として掲載しています。

ＪＩＳ第1水準の漢字は代表的な「読み」の50音順に並んでいます。
ＪＩＳ第2水準の漢字は「部首の画数」の順に並んでいます。 

ＪＩＳ区点コード表の部首分類のそれぞれの画数には次の部首が含ま
れます。

１画 一、｜、丶、丿、乙、亅
２画 二、亠、人、儿、入、八、冂、冖、冫、几、凵、刀、力、

勹、匕、匚、匸、十、卜、卩、厂、厶、又
３画 口、囗、土、士、夂、夊、夕、大、女、子、宀、寸、小、

尢、尸、屮、山、巛、工、己、巾、干、幺、广、廴、廾、
弋、弓、彡、彳

４画 心、戈、戸、手、攴、斗、斤、方、无、日、曰、月、木、
欠、止、歹、殳、毋、毛、氏、气、水、火、爪、爻、爿、
片、牛、犬

５画 玉、瓦、甘、生、用、田、 、癶、白、皮、皿、目、矛、
矢、石、示、 、 、穴、立

６画 竹、米、瓜、糸、缶、网、羊、 、老、耒、耳、聿、肉、至、
臼、舌、舟、艮、色、艸、虍、虫、血、行、衣、襾

７画 臣、見、角、言、谷、豆、豕、豸、貝、赤、走、足、身、
車、辛、邑、酉、釆、里

８画 金、門、阜、隶、隹、雨、 、非
９画 面、革、韭、音、頁、風、食、首、香
10画～ 馬、骨、高、髟、鬥、鬯、鬲、鬼、韋、魚、鳥、鹵、鹿、

麥、 、 、黍、 、黹、黽、鼓、鼠、鼻、齊、齒、龍、
龜、龠

ＪＩＳ区点コードでの漢字の分類は本機で採用した部首と異なるもの
があります。
左記の部首の画数の数えかたは本機で採用した数えかたと異なるもの
があります。

区点コードは調べたい文字の左右の端の2桁の数字（区番号）と上下
の2桁の数字（点番号）の組み合わせで表されます。
　例：「愛」は16区06点にあるので区点コードは「1606」です。

一覧表は1ページに収まらないため本書では次のように分割されて表
記されています。

01点～47点 48点～94点
16区
～

47区

99
ページ

100
ページ

48区
～

84区

101
ページ

102
ページ内

蔵
漢
字
一
覧
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 ＪＩＳ第１水準漢字区点コード表　　　ＪＩＳ Ｘ ０２０８に準拠
点

区 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 点
区

あ 16 亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢 葵 茜 穐 悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵 梓 圧 斡 扱 宛 姐 虻 飴 絢 綾 鮎 或 粟 袷 安 庵 按 暗 案 闇 鞍 杏 以 伊 位 依 偉 囲 16
17 院 陰 隠 韻 吋 右 宇 烏 羽 迂 雨 卯 鵜 窺 丑 碓 臼 渦 嘘 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦 瓜 閏 噂 云 運 雲 荏 餌 叡 営 嬰 影 映 曳 栄 永 泳 洩 瑛 盈 穎 17
18 押 旺 横 欧 殴 王 翁 襖 鴬 鴎 黄 岡 沖 荻 億 屋 憶 臆 桶 牡 乙 俺 卸 恩 温 穏 音 18

か 18 下 化 仮 何 伽 価 佳 加 可 嘉 夏 嫁 家 寡 科 暇 果 架 歌 河 18
19 魁 晦 械 海 灰 界 皆 絵 芥 蟹 開 階 貝 凱 劾 外 咳 害 崖 慨 概 涯 碍 蓋 街 該 鎧 骸 浬 馨 蛙 垣 柿 蛎 鈎 劃 嚇 各 廓 拡 撹 格 核 殻 獲 確 穫 19
20 粥 刈 苅 瓦 乾 侃 冠 寒 刊 勘 勧 巻 喚 堪 姦 完 官 寛 干 幹 患 感 慣 憾 換 敢 柑 桓 棺 款 歓 汗 漢 澗 潅 環 甘 監 看 竿 管 簡 緩 缶 翰 肝 艦 20
21 機 帰 毅 気 汽 畿 祈 季 稀 紀 徽 規 記 貴 起 軌 輝 飢 騎 鬼 亀 偽 儀 妓 宜 戯 技 擬 欺 犠 疑 祇 義 蟻 誼 議 掬 菊 鞠 吉 吃 喫 桔 橘 詰 砧 杵 21
22 供 侠 僑 兇 競 共 凶 協 匡 卿 叫 喬 境 峡 強 彊 怯 恐 恭 挟 教 橋 況 狂 狭 矯 胸 脅 興 蕎 郷 鏡 響 饗 驚 仰 凝 尭 暁 業 局 曲 極 玉 桐 粁 僅 22
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ま 43 摩 磨 魔 麻 埋 妹 昧 枚 毎 哩 槙 幕 膜 枕 鮪 柾 鱒 桝 亦 俣 又 抹 末 沫 迄 侭 繭 麿 万 慢 満 43
44 茂 妄 孟 毛 猛 盲 網 耗 蒙 儲 木 黙 目 杢 勿 餅 尤 戻 籾 貰 問 悶 紋 門 匁 44

や 44 也 冶 夜 爺 耶 野 弥 矢 厄 役 約 薬 訳 躍 靖 柳 薮 鑓 愉 愈 油 癒 44
45 熔 用 窯 羊 耀 葉 蓉 要 謡 踊 遥 陽 養 慾 抑 欲 沃 浴 翌 翼 淀 45

ら 45 羅 螺 裸 来 莱 頼 雷 洛 絡 落 酪 乱 卵 嵐 欄 濫 藍 蘭 覧 利 吏 履 李 梨 理 璃 45
46 緑 倫 厘 林 淋 燐 琳 臨 輪 隣 鱗 麟 瑠 塁 涙 累 類 令 伶 例 冷 励 嶺 怜 玲 礼 苓 鈴 隷 零 霊 麗 齢 暦 歴 列 劣 烈 裂 廉 恋 憐 漣 煉 簾 練 聯 46
47 47

わ 47 椀 湾 碗 腕 47
48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94
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蔵
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 ＪＩＳ第２水準漢字区点コード表　　　ＪＩＳ Ｘ ０２０８に準拠
点

区 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 点
区

１ 48 弌 丐 丕 个 丱 丶 丼 丿 乂 乖 乘 亂 亅 豫 亊 舒 48
２ 48 弍 于 亞 亟 亠 亢 亰 亳 亶 从 仍 仄 仆 仂 仗 仞 仭 仟 价 伉 佚 估 佛 佝 佗 佇 佶 侈 侏 侘 佻 48

49 僉 僊 傳 僂 僖 僞 僥 僭 僣 僮 價 僵 儉 儁 儂 儖 儕 儔 儚 儡 儺 儷 儼 儻 儿 兀 兒 兌 兔 兢 竸 兩 兪 兮 冀 冂 囘 册 冉 冏 冑 冓 冕 冖 冤 冦 冢 49
50 辧 劬 劭 劼 劵 勁 勍 勗 勞 勣 勦 飭 勠 勳 勵 勸 勹 匆 匈 甸 匍 匐 匏 匕 匚 匣 匯 匱 匳 匸 區 卆 卅 丗 卉 卍 凖 卞 卩 卮 夘 卻 卷 厂 厖 厠 厦 50

３ 50 50
51 咫 哂 咤 咾 咼 哘 哥 哦 唏 唔 哽 哮 哭 哺 哢 唹 啀 啣 啌 售 啜 啅 啖 啗 唸 唳 啝 喙 喀 咯 喊 喟 啻 啾 喘 喞 單 啼 喃 喩 喇 喨 嗚 嗅 嗟 嗄 嗜 51
52 圈 國 圍 圓 團 圖 嗇 圜 圦 圷 圸 坎 圻 址 坏 坩 埀 垈 坡 坿 垉 垓 垠 垳 垤 垪 垰 埃 埆 埔 埒 埓 堊 埖 埣 堋 堙 堝 塲 堡 塢 塋 塰 毀 塒 堽 塹 52
53 奸 妁 妝 佞 侫 妣 妲 姆 姨 姜 妍 姙 姚 娥 娟 娑 娜 娉 娚 婀 婬 婉 娵 娶 婢 婪 媚 媼 媾 嫋 嫂 媽 嫣 嫗 嫦 嫩 嫖 嫺 嫻 嬌 嬋 嬖 嬲 嫐 嬪 嬶 嬾 53
54 屐 屏 孱 屬 屮 乢 屶 屹 岌 岑 岔 妛 岫 岻 岶 岼 岷 峅 岾 峇 峙 峩 峽 峺 峭 嶌 峪 崋 崕 崗 嵜 崟 崛 崑 崔 崢 崚 崙 崘 嵌 嵒 嵎 嵋 嵬 嵳 嵶 嶇 54
55 廖 廣 廝 廚 廛 廢 廡 廨 廩 廬 廱 廳 廰 廴 廸 廾 弃 弉 彝 彜 弋 弑 弖 弩 弭 弸 彁 彈 彌 彎 弯 彑 彖 彗 彙 彡 彭 彳 彷 徃 徂 彿 徊 很 徑 徇 從 55

４ 55 55
56 悄 悛 悖 悗 悒 悧 悋 惡 悸 惠 惓 悴 忰 悽 惆 悵 惘 慍 愕 愆 惶 惷 愀 惴 惺 愃 愡 惻 惱 愍 愎 慇 愾 愨 愧 慊 愿 愼 愬 愴 愽 慂 慄 慳 慷 慘 慙 56
57 戞 戡 截 戮 戰 戲 戳 扁 扎 扞 扣 扛 扠 扨 扼 抂 抉 找 抒 抓 抖 拔 抃 抔 拗 拑 抻 拏 拿 拆 擔 拈 拜 拌 拊 拂 拇 抛 拉 挌 拮 拱 挧 挂 挈 拯 拵 57
58 據 擒 擅 擇 撻 擘 擂 擱 擧 舉 擠 擡 抬 擣 擯 攬 擶 擴 擲 擺 攀 擽 攘 攜 攅 攤 攣 攫 攴 攵 攷 收 攸 畋 效 敖 敕 敍 敘 敞 敝 敲 數 斂 斃 變 斛 58
59 曄 暸 曖 曚 曠 昿 曦 曩 曰 曵 曷 朏 朖 朞 朦 朧 霸 朮 朿 朶 杁 朸 朷 杆 杞 杠 杙 杣 杤 枉 杰 枩 杼 杪 枌 枋 枦 枡 枅 枷 柯 枴 柬 枳 柩 枸 柤 59
60 棔 棧 棕 椶 椒 椄 棗 棣 椥 棹 棠 棯 椨 椪 椚 椣 椡 棆 楹 楷 楜 楸 楫 楔 楾 楮 椹 楴 椽 楙 椰 楡 楞 楝 榁 楪 榲 榮 槐 榿 槁 槓 榾 槎 寨 槊 槝 60
61 檗 蘗 檻 櫃 櫂 檸 檳 檬 櫞 櫑 櫟 檪 櫚 櫪 櫻 欅 蘖 櫺 欒 欖 鬱 欟 欸 欷 盜 欹 飮 歇 歃 歉 歐 歙 歔 歛 歟 歡 歸 歹 歿 殀 殄 殃 殍 殘 殕 殞 殤 61
62 沺 泛 泯 泙 泪 洟 衍 洶 洫 洽 洸 洙 洵 洳 洒 洌 浣 涓 浤 浚 浹 浙 涎 涕 濤 涅 淹 渕 渊 涵 淇 淦 涸 淆 淬 淞 淌 淨 淒 淅 淺 淙 淤 淕 淪 淮 渭 62
63 漾 漓 滷 澆 潺 潸 澁 澀 潯 潛 濳 潭 澂 潼 潘 澎 澑 濂 潦 澳 澣 澡 澤 澹 濆 澪 濟 濕 濬 濔 濘 濱 濮 濛 瀉 瀋 濺 瀑 瀁 瀏 濾 瀛 瀚 潴 瀝 瀘 瀟 63
64 燹 燿 爍 爐 爛 爨 爭 爬 爰 爲 爻 爼 爿 牀 牆 牋 牘 牴 牾 犂 犁 犇 犒 犖 犢 犧 犹 犲 狃 狆 狄 狎 狒 狢 狠 狡 狹 狷 倏 猗 猊 猜 猖 猝 猴 猯 猩 64

５ 64 64
65 瓠 瓣 瓧 瓩 瓮 瓲 瓰 瓱 瓸 瓷 甄 甃 甅 甌 甎 甍 甕 甓 甞 甦 甬 甼 畄 畍 畊 畉 畛 畆 畚 畩 畤 畧 畫 畭 畸 當 疆 疇 畴 疊 疉 疂 疔 疚 疝 疥 疣 65
66 癲 癶 癸 發 皀 皃 皈 皋 皎 皖 皓 皙 皚 皰 皴 皸 皹 皺 盂 盍 盖 盒 盞 盡 盥 盧 盪 蘯 盻 眈 眇 眄 眩 眤 眞 眥 眦 眛 眷 眸 睇 睚 睨 睫 睛 睥 睿 66
67 磧 磚 磽 磴 礇 礒 礑 礙 礬 礫 祀 祠 祗 祟 祚 祕 祓 祺 祿 禊 禝 禧 齋 禪 禮 禳 禹 禺 秉 秕 秧 秬 秡 秣 稈 稍 稘 稙 稠 稟 禀 稱 稻 稾 稷 穃 穗 67

６ 67 67
68 筺 笄 筍 笋 筌 筅 筵 筥 筴 筧 筰 筱 筬 筮 箝 箘 箟 箍 箜 箚 箋 箒 箏 筝 箙 篋 篁 篌 篏 箴 篆 篝 篩 簑 簔 篦 篥 籠 簀 簇 簓 篳 篷 簗 簍 篶 簣 68
69 紂 紜 紕 紊 絅 絋 紮 紲 紿 紵 絆 絳 絖 絎 絲 絨 絮 絏 絣 經 綉 絛 綏 絽 綛 綺 綮 綣 綵 緇 綽 綫 總 綢 綯 緜 綸 綟 綰 緘 緝 緤 緞 緻 緲 緡 縅 69
70 罅 罌 罍 罎 罐 网 罕 罔 罘 罟 罠 罨 罩 罧 罸 羂 羆 羃 羈 羇 羌 羔 羞 羝 羚 羣 羯 羲 羹 羮 羶 羸 譱 翅 翆 翊 翕 翔 翡 翦 翩 翳 翹 飜 耆 耄 耋 70
71 隋 腆 脾 腓 腑 胼 腱 腮 腥 腦 腴 膃 膈 膊 膀 膂 膠 膕 膤 膣 腟 膓 膩 膰 膵 膾 膸 膽 臀 臂 膺 臉 臍 臑 臙 臘 臈 臚 臟 臠 臧 臺 臻 臾 舁 舂 舅 71
72 茵 茴 茖 茲 茱 荀 茹 荐 荅 茯 茫 茗 茘 莅 莚 莪 莟 莢 莖 茣 莎 莇 莊 荼 莵 荳 荵 莠 莉 莨 菴 萓 菫 菎 菽 萃 菘 萋 菁 菷 萇 菠 菲 萍 萢 萠 莽 72
73 蕁 蘂 蕋 蕕 薀 薤 薈 薑 薊 薨 蕭 薔 薛 藪 薇 薜 蕷 蕾 薐 藉 薺 藏 薹 藐 藕 藝 藥 藜 藹 蘊 蘓 蘋 藾 藺 蘆 蘢 蘚 蘰 蘿 虍 乕 虔 號 虧 虱 蚓 蚣 73
74 蝓 蝣 蝪 蠅 螢 螟 螂 螯 蟋 螽 蟀 蟐 雖 螫 蟄 螳 蟇 蟆 螻 蟯 蟲 蟠 蠏 蠍 蟾 蟶 蟷 蠎 蟒 蠑 蠖 蠕 蠢 蠡 蠱 蠶 蠹 蠧 蠻 衄 衂 衒 衙 衞 衢 衫 袁 74
75 襦 襤 襭 襪 襯 襴 襷 襾 覃 覈 覊 75

７ 75 覓 覘 覡 覩 覦 覬 覯 覲 覺 覽 覿 觀 觚 觜 觝 觧 觴 觸 訃 訖 訐 訌 訛 訝 訥 訶 詁 詛 詒 詆 詈 詼 詭 詬 詢 誅 75
76 譟 譬 譯 譴 譽 讀 讌 讎 讒 讓 讖 讙 讚 谺 豁 谿 豈 豌 豎 豐 豕 豢 豬 豸 豺 貂 貉 貅 貊 貍 貎 貔 豼 貘 戝 貭 貪 貽 貲 貳 貮 貶 賈 賁 賤 賣 賚 76
77 蹇 蹉 蹌 蹐 蹈 蹙 蹤 蹠 踪 蹣 蹕 蹶 蹲 蹼 躁 躇 躅 躄 躋 躊 躓 躑 躔 躙 躪 躡 躬 躰 軆 躱 躾 軅 軈 軋 軛 軣 軼 軻 軫 軾 輊 輅 輕 輒 輙 輓 輜 77
78 遏 遐 遑 遒 逎 遉 逾 遖 遘 遞 遨 遯 遶 隨 遲 邂 遽 邁 邀 邊 邉 邏 邨 邯 邱 邵 郢 郤 扈 郛 鄂 鄒 鄙 鄲 鄰 酊 酖 酘 酣 酥 酩 酳 酲 醋 醉 醂 醢 78

８ 78 78
79 錙 錢 錚 錣 錺 錵 錻 鍜 鍠 鍼 鍮 鍖 鎰 鎬 鎭 鎔 鎹 鏖 鏗 鏨 鏥 鏘 鏃 鏝 鏐 鏈 鏤 鐚 鐔 鐓 鐃 鐇 鐐 鐶 鐫 鐵 鐡 鐺 鑁 鑒 鑄 鑛 鑠 鑢 鑞 鑪 鈩 79
80 陝 陟 陦 陲 陬 隍 隘 隕 隗 險 隧 隱 隲 隰 隴 隶 隸 隹 雎 雋 雉 雍 襍 雜 霍 雕 雹 霄 霆 霈 霓 霎 霑 霏 霖 霙 霤 霪 霰 霹 霽 霾 靄 靆 靈 靂 靉 80

９ 80 80
81 顱 顴 顳 颪 颯 颱 颶 飄 飃 飆 飩 飫 餃 餉 餒 餔 餘 餡 餝 餞 餤 餠 餬 餮 餽 餾 饂 饉 饅 饐 饋 饑 饒 饌 饕 馗 馘 馥 81

10
～

81 馭 馮 馼 駟 駛 駝 駘 駑 駭 81
82 髻 鬆 鬘 鬚 鬟 鬢 鬣 鬥 鬧 鬨 鬩 鬪 鬮 鬯 鬲 魄 魃 魏 魍 魎 魑 魘 魴 鮓 鮃 鮑 鮖 鮗 鮟 鮠 鮨 鮴 鯀 鯊 鮹 鯆 鯏 鯑 鯒 鯣 鯢 鯤 鯔 鯡 鰺 鯲 鯱 82
83 鵝 鵞 鵤 鵑 鵐 鵙 鵲 鶉 鶇 鶫 鵯 鵺 鶚 鶤 鶩 鶲 鷄 鷁 鶻 鶸 鶺 鷆 鷏 鷂 鷙 鷓 鷸 鷦 鷭 鷯 鷽 鸚 鸛 鸞 鹵 鹹 鹽 麁 麈 麋 麌 麒 麕 麑 麝 麥 麩 83
84 堯 槇 遙 瑤 凜 熙  84
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点
区 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 点

区

１ 48 48
２ 48 佩 佰 侑 佯 來 侖 儘 俔 俟 俎 俘 俛 俑 俚 俐 俤 俥 倚 倨 倔 倪 倥 倅 伜 俶 倡 倩 倬 俾 俯 們 倆 偃 假 會 偕 偐 偈 做 偖 偬 偸 傀 傚 傅 傴 傲 48

49 冩 冪 冫 决 冱 冲 冰 况 冽 凅 凉 凛 几 處 凩 凭 凰 凵 凾 刄 刋 刔 刎 刧 刪 刮 刳 刹 剏 剄 剋 剌 剞 剔 剪 剴 剩 剳 剿 剽 劍 劔 劒 剱 劈 劑 辨 49
50 厥 厮 厰 厶 參 簒 雙 叟 曼 燮 50

３ 50 叮 叨 叭 叺 吁 吽 呀 听 吭 吼 吮 吶 吩 吝 呎 咏 呵 咎 呟 呱 呷 呰 咒 呻 咀 呶 咄 咐 咆 哇 咢 咸 咥 咬 哄 哈 咨 50
51 嗤 嗔 嘔 嗷 嘖 嗾 嗽 嘛 嗹 噎 噐 營 嘴 嘶 嘲 嘸 噫 噤 嘯 噬 噪 嚆 嚀 嚊 嚠 嚔 嚏 嚥 嚮 嚶 嚴 囂 嚼 囁 囃 囀 囈 囎 囑 囓 囗 囮 囹 圀 囿 圄 圉 51
52 墅 墹 墟 墫 墺 壞 墻 墸 墮 壅 壓 壑 壗 壙 壘 壥 壜 壤 壟 壯 壺 壹 壻 壼 壽 夂 夊 夐 夛 梦 夥 夬 夭 夲 夸 夾 竒 奕 奐 奎 奚 奘 奢 奠 奧 奬 奩 52
53 孃 孅 孀 孑 孕 孚 孛 孥 孩 孰 孳 孵 學 斈 孺 宀 它 宦 宸 寃 寇 寉 寔 寐 寤 實 寢 寞 寥 寫 寰 寶 寳 尅 將 專 對 尓 尠 尢 尨 尸 尹 屁 屆 屎 屓 53
54 嶄 嶂 嶢 嶝 嶬 嶮 嶽 嶐 嶷 嶼 巉 巍 巓 巒 巖 巛 巫 已 巵 帋 帚 帙 帑 帛 帶 帷 幄 幃 幀 幎 幗 幔 幟 幢 幤 幇 幵 并 幺 麼 广 庠 廁 廂 廈 廐 廏 54
55 徙 徘 徠 徨 徭 徼 55

４ 55 忖 忻 忤 忸 忱 忝 悳 忿 怡 恠 怙 怐 怩 怎 怱 怛 怕 怫 怦 怏 怺 恚 恁 恪 恷 恟 恊 恆 恍 恣 恃 恤 恂 恬 恫 恙 悁 悍 惧 悃 悚 55
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仕
様

 仕様

形式 ：EC-K10

入力
キー配列 ：QWERTY配列準拠
入力方法 ：ローマ字入力
変換方式 ：ATOK AI 変換および予測変換

辞書
内蔵辞書数 ： 熟語変換　　約257,000語（追加可能）

文字種 
8,591文字（+外字4文字）
漢字：6,355 文字（JIS 第 1水準：2,965 文字／ JIS 第 2水準：3,390 文字）
ひらがな：249文字（全 角：83文字／上付、下付：166文字）
カタカナ：258文字（全 角：86文字／上付、下付：172文字）
数字：30文字（全角：10文字／上付、下付：20文字）
アルファベット：156文字（全角：52文字／上付、下付：104文字）
ギリシア文字：48文字（全角：48文字）
ロシア文字：66文字（全角：66文字）
記号：725文字（全角：425文字／上付、下付：300文字）
絵文字：704文字（全角：704文字）

• 外字は 4文字まで登録できます。

表示
液晶表示 ： 128× 64ドット＋シンボル（8桁×4行）
入力部分 ： 8桁×1行（フリーラベル以外での入力時）
  8 桁× 3行（フリーラベル入力時のみ）
表示文字構成： 16× 16ドット（全角）
  8 × 16ドット（半角…メニュー・メッセージ専用）
  8 × 8ドット（1/4角）

印刷
 印字密度 ：200dpi
印刷方式 ：熱転写方式
印字速度 ：約20mm/秒

（印字速度は印字環境、条件等により異なります。）
最大印刷幅 ：約16mm
 a）4mm（テープ幅 6mm）
 b）7mm※（テープ幅 9mm）
 c）10mm（テープ幅 12mm）
 d）16mm（テープ幅 18mm）
 ※枠付の印刷では、この幅を超えることがあります。

文字構成 ： ビットマップフォント
書　　体 ： 和文３書体
  （明朝体※、角ゴシック体※、丸ゴシック体）

かな8書体
（明朝体※、角ゴシック体※、丸ゴシック体、手書き、
ボンジュール、メロディ、パレット、プロデュース）
英数12書体
（明朝体※、角ゴシック体※、丸ゴシック体、手書き、
ボンジュール、メロディ、パレット、プロデュース、
ステンシル、ポップ、ボールドスクリプト、ブラッ
クレター）
※ この書体は、（財）日本規格協会と使用許諾契約
を締結して使用しているものです。なお、フォン
トの一部には、弊社でデザインした外字を含みま
す。

 フォントとして無断複製することは禁止されてい
ます。

  平成明朝体 TMW8、平成角ゴシック体 TMW5
印刷方向 ： 横書き・縦書き・裏書き
印刷文字体 ：標準・太字・白抜・影付・立体
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印字行数 ： 6mm幅テープ使用時 1～ 2行印刷可能
  9mm幅テープ使用時 1～ 3行印刷可能
  12mm幅テープ使用時 1～ 5行印刷可能
  18mm幅テープ使用時 1～ 8行印刷可能

内部記憶
文字登録用の記憶 ： 約 2,000文字
ユーザー辞書　　 ：30件
コピー /ペースト ：最大で49文字、9件まで登録可能

登録・呼出し
登録 ：文字編集用記憶エリア一括登録＋自動並び替え
呼び出し ：順次呼び出し

電源・その他
動作用電源 ：指定ACアダプター（AD-1824L）
  家庭用100V電源使用
定格電圧   ：DC18.8V
定格消費電流 ：1.1A(21W)
オートパワーオフ ：約6分
大きさ ： 幅200mm×奥行219mm×高さ70mm（足含む）
質量 ： 約 930g
使用温度 ： 10℃～35℃

  別売品について
本機でご使用になれるテープ幅は、6mm・9mm・12mm・18mm
です。
● LATECO用テープ
テープ幅 白に黒文字 半透明に黒文字 黄色に黒文字 赤に黒文字 青に黒文字
6mm XB-6WE XB-6MX XB-6YW XB-6RD XB-6BU
9mm XB-9WE XB-9MX XB-9YW XB-9RD XB-9BU
12mm XB-12WE XB-12MX XB-12YW XB-12RD XB-12BU
18mm XB-18WE XB-18MX XB-18YW XB-18RD XB-18BU

● ネームランド用※トリマー
 CU-20

9mm幅～18mm幅テープのカドを丸くすることができます。

※ Lateco でもご使用になれます。

• 品切れの際はご容赦ください。
• 別売品については一部予告なしに変更となる可能性がありま
す。

• ネームランド用のテープはご利用いただけません。
仕
様
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アルファベット・数字

ACアダプター …………………………… 9
2行印字 …………………………………… 39

あ行

アフターサービス……………………… 107
網掛………………………………………… 74
イメージャー表示…………………… 39,46
印刷………………………………………… 18
印刷濃度…………………………………… 82
印刷プレビュー…………………………… 18
印刷方向…………………………………… 41
印字行数…………………………… 39,54,97
印字サイズ………………………………… 50
印字密度………………………………… 103
インデックスカード……………………… 31
インデックスラベル……………………… 26
上付（印字サイズ） ……………………… 71
裏書き……………………………………… 42
上書き……………………………………… 66
英数書体…………………………………… 68
絵文字……………………………………… 64
絵文字一覧………………………………… 91
エラーメッセージ………………………… 86
オートカッター…………………………… 21
オートパワーオフ………………………… 10
オリジナルの文字（外字） ……………… 76
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外字………………………………………… 76
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影付………………………………………… 72
下線（修飾） ……………………………… 74
下線（変換） ……………………………… 62
カタカナの入力…………………………… 59
カタカナ変換……………………………… 59

カットモード……………………………… 21
かな漢字混じり文の入力………………… 60
かな書体…………………………………… 68
画面………………………………………… 17
漢字の入力………………………………… 60
キー………………………………………… 15
キーボード………………………………… 7
キーのはたらき…………………………… 15
記号一覧…………………………………… 90
記号の入力………………………………… 63
輝度（画面） ……………………………… 81
行頭………………………………………… 58
行末………………………………………… 58
均等割付（ブロック） …………………… 49
均等割付（文字） ………………………… 48
クリーニング……………………………… 83
後退………………………………………… 65
コピー……………………………………… 75
ゴムローラー………………………… 13,83
小文字（促音・拗音）の入力
（ひらがな・カタカナ）…………………… 60
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削除（部分） ……………………………… 65
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下付（印字サイズ） ……………………… 71
ジャストフィット印刷…………………… 50
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仕様……………………………………… 103
使用できるテープ………………………… 97
初期化……………………………………… 10
初期フォント……………………………… 70
書式
全文単位………………………………… 42
ブロック単位…………………………… 41

書体………………………………………… 68
白抜………………………………………… 72
数字の入力………………………………… 63
スクロール………………………………… 58
ステンシル………………………………… 68
スムージング……………………………… 43

設定
印刷濃度………………………………… 82
輝度調整………………………………… 81
初期フォント…………………………… 70
挿入／上書き…………………………… 66
ブザー音あり /なし…………………… 81
変換学習の初期化……………………… 82
ユーザー辞書…………………………… 79
予測変換の設定………………………… 82

前候補……………………………………… 61
全文削除…………………………………… 65
全文書式…………………………………… 42
全文頭……………………………………… 58
全文末……………………………………… 58
挿入………………………………………… 66
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ダイレクト設定…………………………… 47
縦書き印刷………………………………… 55
縦横同時印刷……………………………… 55
小さな文字…………………………… 53,71
定型句………………………………… 29,33
定型フォーマット………………………… 34
データの削除……………………………… 57
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